
基礎ゼミの学修ポート䝣䜷リ䜸（ᖹ成㻞㻡年度∧）

１）自主的な学習態度を獲得すること 事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

２）課題発見能力を高めること 事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

３）資料（情報）の検索・収集・整理に関する基本
的な技能を習得すること

事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

４）基本的な文章構成力・発表能力・討論能力な
どを獲得すること

事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

５）学生と担当教員䠈および学生相互におけるコ
ミュニケーションの場を作りだすこと

事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

６）安全で健康的な学生生活を送るための基礎
知識を習得すること

事前評価
中㛫評価
事ᚋ評価

䠓）ୗグの質問から䠈つ㑅び䠈回⟅してください。

㻭㻕 どの㡯┠が自分の᭱もⰋい成果ですか？
それはなぜですか？

㻮㻕 どの㡯┠が自分の᭱も重要な成果ですか？
それはなぜですか？

㻯㻕 どの㡯┠が自分の᭱も‶㊊な成果です
か？ それはなぜですか？

㻰㻕 どの㡯┠が自分の᭱も不‶㊊な成果です
か？ それはなぜですか？

㻱㻕 どの㡯┠䜈の取組が自分を᭱も成㛗させ
ましたか？ それはなぜですか？

学修ポート䝣䜷リ䜸でᕤኵした点

�学生の自己┬ᐹを῝め䠈自らの成㛗を把握できる

ように䠈つのᕤኵを行った。

1. 事前䠈中㛫䠈事ᚋ評価のḍを設けた。

2. 自己┬ᐹの⤖果を考してもらうために䠈問7を設けた。

えば䠈「どの㡯┠が自分の᭱もⰋい成果ですか？それは

なぜですか？」という問いに⟅えるには䠈㌟につけた能力の

価್をྛ㡯┠でẚ㍑し䠈㡰けしなければならない。また䠈

その理⏤を他⪅に分かりやすく説明するには䠈その理解を

῝めなければならない。

基礎ゼミのルーブリック（ᖹ成㻞㻡年度∧）

評価（ᑻ度）
㐩成┠ᶆ 秀 優 良 可 不可

①自主的な学習態度を獲
得すること

授業内容や，関連する新
たな知識や技能に対して
興味・関心を持ち，常に
自主的に学ぶことができ
る。

授業内容に対して興味・
関心を持ち，常に自主的
に学ぶことができる。

授業内容に対して興味・
関心を持ち，時々自主的
に学ぶことができる。

授業内容に対して興味・
関心を持つものの，あま
り自主的に学ぶことがで
きない。

自主的に学ぶことが全く
できない。

②資料（情報）の検索・
収集・整理に関する基本
的な技能を習得すること

関連する情報を適切な方
法で検索し，必要かつ信
頼できる情報を集め，活
用しやすい内容に整理で
きる。

関連する情報を適切な方
法で検索し，必要かつ信
頼できる情報を収集でき
るが，活用しやすい内容
に整理できない。

関連する情報を適切な方
法で検索し，必要な情報
を収集できるが，信頼で
きない内容が含まれてい
る。

関連する情報を適切な方
法で検索できるが，必要
な情報を収集できない。

関連する情報を適切な方
法で検索できない。

③課題発見能力を高める
こと

適切な思考法を活用して，
重要度の高い新たな課題
を発見し，その解決の必
要性を説明できる。

適切な思考法を活用して，
新たな課題を発見し，そ
の解決の必要性を説明で
きる。

適切な思考法を活用して，
新たな課題を発見できる
が，その解決の必要性を
説明できない。

適切な思考法を活用でき
るが，新たな課題を発見
できない。

適切な思考法を活用でき
ない。

④基本的な文章構成力・
発表能力・討論能力など
を獲得すること

自らの考えをレポートや
口頭発表で正確に，かつ
分かりやすく説明でき，
批判に反論もできる。

自らの考えをレポートや
口頭発表で正確に，かつ
分かりやすく説明できる
が，批判に反論できない。

自らの考えをレポートや
口頭発表で正確に説明で
きるが，分かりにくい点
が多い。

自らの考えをレポートや
口頭発表で説明できるが，
不正確な内容が多い。

自らの考えをレポートや
口頭発表で説明できない。

⑤同僚や教員と良好なコ
ミュニケーションをとれ
ること

他者の意見を聞き，その
内容を理解した上で，積
極的に自らの意見を述べ，
建設的な人間関係を構築
できる。

他者の意見を聞き，その
内容を理解した上で，積
極的に自らの意見を述べ
られるが，建設的な人間
関係を構築できない。

他者の意見を聞き，その
内容を理解できるが，積
極的に自らの意見を述べ
られない。

他者の意見を聞き，その
内容を理解できるが，自
らの意見を述べられない。

他者の意見を聞くことが
できない。

⑥社会の規則を遵守し，
安全で健康的な学生生活
を送ること

社会のルールやマナーを
理解し，遵守した上で，
規則的な生活習慣を継続
的に実施し，自らが模範
となれる。

社会のルールやマナーを
理解し，遵守した上で，
規則的な生活習慣を継続
的に実施できる。

社会のルールやマナーを
理解し，遵守した上で，
規則的な生活習慣を断続
的ながら実施できる。

社会のルールやマナーを
理解し，遵守するものの，
規則的な生活習慣を実施
できない。

社会のルールやマナーを
守らない。

ルーブリックの作成

�基礎ゼミの㐩成┠ᶆをそのまま評価㡯┠に用いた。

�そのᚋ䠈要⣲に分解した方がⰋいのではという意見がฟ

てくる。

�評価のᑻ度は䠈５ẁ㝵（⚽䠈ඃ䠈Ⰻ䠈ྍ䠈不ྍ）とした。

�≉ᚩのグ述は䠈᭱ప㝈修得すべき≉ᚩをྍのḍに

グ述した。そして䠈不ྍはその≉ᚩを修得できな

かった場合とし䠈Ⰻより上のᑻ度では䠈୍つ䛪つ䠈

難᫆度の高い≉ᚩを加していく方法を᥇用した。

�学生が自己評価しやすいためのᕤኵ。

�しかし䠈そのᚋ批判もฟてくる。

ルーブリックのᐃ⩏（の確認）

�ルーブリックのᐃ⩏（文部⛉学┬）

�⡿ᅜで開発された学修評価の基準の作成方法であり、評

価Ỉ準である「ᑻ度」と、ᑻ度を‶たした場合の「≉ᚩの

グ述」で構成される。グ述により㐩成Ỉ準等が明確さ

れることにより、他のᡭẁではᅔ難な、䝟䝣䜷ーマンス等

のᐃᛶ的な評価にྥくとされ、評価⪅・⿕評価⪅の認識

の共᭷、」ᩘの評価⪅による評価のᶆ準等の䝯リット

がある。

ฟ：中ኸ教育ᑂ議会（2012）「新たな未来を築くための大学教育の質的㌿にྥけて～生ᾭ

学び続け、主体的に考える力を育成する大学䜈～」䠈37㡫。

䝟䝣䜷ーマンス評価

-099-



䜰クテ䜱ブラーニングの評価

�ᚑ来の評価方法（䝨ー䝟ーテスト）では りにくい䠈

学修態度（䝟䝣䜷ーマンス）として表⌧される能力を

 るために䠈䝟䝣䜷ーマンス評価などを用いる。

�䝟䝣䜷ーマンス評価は䠈ᯇୗ（2013: 13）によると䠈

䝣䜱䜼ュ䜰スケートの᥇点方法などに㏆い。

�ᩘ分㛫、実㝿に演技させる。

�」ᩘのᑓ門ᐙ（ᑂᰝ員）が評価基準にᚑって᥇点する。

ฟ：ᯇୗె௦（2013）「学習成果の評価の方法―䝟䝣䜷ーマンス評価を中心に―」ᖹ成25年
度（第16回）弘前大学䠢䠠䝽ークショップ䠈13㡫。

䝟䝣䜷ーマンス評価のᴫᛕᅗ

ฟ：ᯇୗె௦（2013）「学習成果の評価の方法―䝟䝣䜷ーマンス評価を中心に―」ᖹ成25年
度（第16回）弘前大学䠢䠠䝽ークショップ䠈11㡫。

基礎ゼミでの䝟䝣䜷ーマンス評価

�基礎ゼミでは䠈学生が自らの䝟䝣䜷ーマンスを自己

評価することとした。

�教員がྛ自の䝟䝣䜷ーマンスを評価するわけではない。

�よって䠈「ྍど」の䝒ールは䠈学修ポート䝣䜷リ䜸で䠈

「解㔘」の䝒ールは䠈ルーブリックとなる。

�ここで学修ポート䝣䜷リ䜸のᐃ⩏を確認したい。

学修ポート䝣䜷リ䜸のᐃ⩏

�学修ポート䝣䜷リ䜸のᐃ⩏（文部⛉学┬）

�学生が、学修㐣⛬ならびにྛ✀の学修成果を㛗ᮇにわ

たって収集し、グ㘓したもの。それらを必要にᛂ䛨て⣔⤫

的に㑅ᢥし、学修㐣⛬を含めて฿㐩度を評価し、次に取

り組䜐べき課題をみつけてステップ䜰ップをᅗるという、

学生自㌟の自己┬ᐹをྍ能とすることにより、自ᚊ的な

学修をより῝させることを┠的とする。

ฟ：中ኸ教育ᑂ議会（2012）「新たな未来を築くための大学教育の質的㌿にྥけて～生ᾭ

学び続け、主体的に考える力を育成する大学䜈～」䠈38㡫。

学修ポート䝣䜷リ䜸の情報

� 自ᚊ的な学修を῝させるために䠈学修ポート䝣䜷リ䜸に䠈

どのような情報がグ㍕されるべきだ䜝うか。

� 学修ポート䝣䜷リ䜸は䠈その用┠的にᛂ䛨て多様な情報が

グ㍕され䠈様々なᙧ態が᥇用される。

� 䝆ョン・䝈䝡䝄レタ（John Zubizarreta 2009：23）は䠈いかなる

┠的で作成する場合でも䠈必䛪含䜐べき要⣲があると主ᙇ

している。その要⣲とは䠈ୗグの୕つである。

� 「自己┬ᐹ」（reflection）
� 「証ᣐ᭩㢮」（documentation）
� 「同のຓゝ」（collaboration）

ฟ：Zubizarreta, John (2009) The Learning Portfolio: Reflective Practice for Improving 
Student Learning, second edition, San Francisco: Jossey-Bass.

ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸のᴫᛕᅗ

㻾㼑㼒㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚

㻰㼛㼏㼡㼙㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛
㼚㻛㻱㼢㼕㼐㼑㼚㼏㼑

㻯㼛㼘㼘㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻛
㻹㼑㼚㼠㼛㼞㼕㼚㼓

୕つの要⣲（）が
重なる⟠所で学修
（㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓）が᭱も活
ᛶされる。

ฟ：Zubizarreta, John (2009) The Learning Portfolio: Reflective Practice for Improving 
Student Learning, second edition, San Francisco: Jossey-Bass. p.25.
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学生の学修の㣕㌍の判断

� 教員が学修ポート䝣䜷リ䜸を活用して判断すべき䠈学生の

（≉に䝟䝣䜷ーマンスとして♧される）学修の㣕㌍は䠈授業ᮇ

㛫⤊ᚋの᭱⤊的な学力というより䠈授業ᮇ㛫中の学力の

ఙびである。

� なぜなら䠈ᚑ来の学ᮇᮎ考ᰝ（฿㐩度評価）で れなかった

学修㐣⛬を評価できるとこ䜝に学修ポート䝣䜷リ䜸の点が

あるためである。

� ≉に䠈学力がఙᙇした（฿㐩┠ᶆを‶たせた）理⏤を䠈学修

ポート䝣䜷リ䜸の自己評価のグ述で判断できることは≉➹に

್する（田中 2013）。
ฟ：田中正弘（2013）「ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸（学修業績グ㘓）とは」䛄文部⛉学教育通信䛅

2013年4月22日ྕ䠈30-32㡫。

学修㐣⛬の評価の（１）

� 弘前大学教㣴教育⛉┠「ᅜ㝿社会を考える（䠠）」において䠈

་学部の学生がᥦฟしたポート䝣䜷リ䜸によると䠈

� ᣦᐃᅗ᭩をㄞ䜐ことでも高い合で学ぶことはできたが䠈講⩏をཷけ䠈先生

の説明を聞くことで理解をより῝めることができた。また䠈先生自㌟の䝣䜱ー䝗

䝞ックにより䠈他の学生の考え方を知ることで自分の考えと対ẚすることがで

きた。これらつの要ᅉにより䠈ΰἁとした自分の考えをまとめることができ䠈

ᣦᐃᅗ᭩をㄞ䜣だだけでは理解できなかったことが理解できた（金ග 2009：
225）。

� この学生は䠈自らの学力がఙびた理⏤を自己評価で⡆₩に

説明できていることが分かる。

ฟ：金ග⥤㤶（2009）「ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸～授業を通䛨て得たこと・考えたこと～」ᅵ持

䝀ーリー法୍（⦅）䛄ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸 学習ᨵၿの⛎ジ䛅東信ᇽ䠈224-226㡫。

学修㐣⛬の評価の（２）

� さらに䠈ᙼዪはྰᐃ的な自己評価も᭩きῧえている。

� この授業の主体をなしているグループ・デ䜱ス䜹ッションではあまり学

ぶことはできなかった。これは䠈⚾自㌟がグループ・デ䜱ス䜹ッション

に積極的に参加できなかったことが要ᅉである（金ග 2009：225）。

� 自分の学力を正しく評価できている学生は䠈自らにṧされた

課題を見つけられている。このため䠈自主的な学修で自らの

学力をఙばしていける学生だとᮇ待できる。

� 学修ポート䝣䜷リ䜸は䠈このような学生を高く評価できる。

� さらに䠈学生の反┬点（ྰᐃ的な評価）は䠈教員の反┬点

（ᚋの課題）にもなる。

意ᅗせ䛦るᮃましい学修成果

� 学修ポート䝣䜷リ䜸では䠈意ᅗせ䛦るᮃましい学修成果を発

見することもできる。たとえば䠈先述の授業で䠈教育学部の

学生がᥦฟしたポート䝣䜷リ䜸に䠈௨ୗのグ述がある。

� この授業では䠈ẖ回ᅗ᭩㤋に行ってᣦᐃᅗ᭩をㄞみ䠈課題を行ってから授

業に参加することがồめられていたので䠈ẖ㐌ᅗ᭩㤋に行くことが習慣と

なった。そのことは䠈なかなかᅗ᭩㤋に㊊を㐠ぶᶵ会のなかった⚾にとって

ᅗ᭩㤋をより㌟㏆なものにしてくれた（ᒸ本 2009：233）。

� この学修成果は授業の฿㐩┠ᶆに᭩かれていないが䠈大学

生にとって䠈㌟につけるべき重要な学修態度の୍つであ䜝う。

ᒸ本⨾㔛（2009）「ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸～䛄ᅜ㝿社会を考える（䠠）䛅を通して～」ᅵ持䝀ー

リー法୍（⦅）䛄ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸 学習ᨵၿの⛎ジ䛅東信ᇽ䠈230-234㡫。

ルーブリックの見┤し

ルーブリックの見┤し

�ᖹ成25年度に試行されたルーブリックは䠈基礎ゼミ

の学修ポート䝣䜷リ䜸にグ㍕された䝟䝣䜷ーマンスを䠈

学生がコン䝢テンスに解㔘するための䝒ールとして

開発された。

�しかしṧᛕながら䠈ポート䝣䜷リ䜸もルーブリックも䠈

ᬑཬが進まなかった。

�そこで䠈ᖹ成28年度の教㣴教育ᨵ㠉に合わせて䠈

基礎ゼミの内容見┤しと䠈ルーブリックの作り┤しを

行うこととなった。
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新しい教㣴教育の┠的

�主体的・能ື的学習䜈の㌿

�基礎ゼミの見┤し

�文理⼥合教育による多ඖ的など点やᛮ考法の獲得

�地ᇦ学ゼミのᑟධ（COC関連）

�ᅜ㝿共通ㄒとしてのⱥㄒ能力の獲得

�地ᇦᚿྥᛶ（地ᇦが持つ強みや課題の理解䠈課題

解決䜈の意ḧ等）のᾰ㣴

�ᅜ㝿ᛶ（␗文理解䠈多文共生等）のᾰ㣴

新しい基礎ゼミの⨨づけ

�正解のある問題をいかに解いていくかという「学び」

から䠈自ら問題を発見し考え䠈解をồめ続ける「学

び」䜈と䠈質的な「学びの㌿」をᅗることが必要と

なる。

�そのため䠈「能ື的学修（䜰クテ䜱ブ・ラーニング）」を

積極的にᑟධし、ブレ䜲ンストーミングやKJ法等を

活用したロ䝆䜹ルシン䜻ングの体験を通してᛮ考法

の獲得等を┠ᣦす。

新しい基礎ゼミの㐩成┠ᶆ

䐟 自主的な学習態度を獲得すること

䐠 資料(情報)の検索䡡収集䡡整理に関する基本的な技能

を習得すること

䐡 課題発見能力を高めること

䐢 基本的な文章構成力䡡発表能力䡡討論能力などを獲得

すること

䐣 学生と担当教員、および学生相互におけるコミュニ

ケーションをとれること

䐤 安全で健康的な学生生活を送ることができること

新しい基礎ゼミのルーブリック

㐩成┠ᶆ 評価対㇟
評 点

重み 得点
４ ３ ２ １ ０

䐟自主的な学習態度を獲

得すること

䐟学習䜈の自主ᛶ ᣦ♧された௨上に自発

的に学習できる

ᣦ♧にᛂ䛨て、自らの力

で学習できる

教員等から多ᑡのຓ力

を得て、学習を進められ

る

教員等からຓ力を得て、

学習を進められる

学習を進められない 㻞

䐠資料㻔情報㻕の検索䡡収

集䡡整理に関する基本的

な技能を習得すること

䐠㻙㻝検索・収集 必要な情報と関連情報

を㇏ᐩに集めることが

できる

必要な情報を集めるこ

とができる

必要な情報をある⛬度

集めることができる

必要な情報をあまり集

められない

必要な情報を集められ

ない

㻝

䐠㻙㻞理解・整理 情報の理解・整理が༑

分できる

情報の理解・整理がで

きる

情報の理解・整理にや

や問題がある

情報の理解・整理にか

なり問題がある

情報を理解・整理できな

い

㻝

䐡課題発見能力を高める

こと

䐡分ᯒ 多様で重要な課題を見

ฟせる

重要な課題を見ฟせる 重要ᛶがஈしい課題を

見ฟせる

課題の要⣲を見ฟせる 課題を見ฟせない 㻞

䐢基本的な文章構成力䡡

発表能力䡡討論能力など

を獲得すること

䐢㻙㻝報࿌᭩作成 内容と体がඃれた報

࿌᭩を作成できる

内容と体に䜋䜌問題

がない報࿌᭩を作成で

きる

内容と体にやや問題

がある報࿌᭩を作成で

きる

内容や体にかなり問

題がある報࿌᭩を作成

できる

報࿌᭩を作成できない 㻝

䐢㻙㻞発表資料作成 内容と体がඃれた発

表資料を作成できる

内容と体に䜋䜌問題

ない発表資料を作成で

きる

内容と体にやや問題

がない発表資料を作成

できる

内容や体にかなり問

題がある発表資料を作

成できる

発表資料を作成できな

い

㻜㻚㻞㻡

䐢㻙㻟発表 内容と発表方法がඃれ

た発表ができる

内容と発表方法に䜋䜌

問題がない発表ができ

る

内容と発表方法にやや

問題がある発表ができ

る

内容と発表方法にかな

り問題がある発表がで

きる

発表できない 㻜㻚㻞㻡

䐢㻙㻠質ᛂ⟅ 的確な質問やᛂ⟅がで

きる

質問やᛂ⟅ができる 質問やᛂ⟅があまりで

きない

質問やᛂ⟅が䜋と䜣ど

できない

質問やᛂ⟅ができない 㻜㻚㻡

䐣学生と担当教員、およ

び学生相互におけるコ

ミュニケーションをとれる

こと

䐣㻙㻝学生・教員との会

ヰ

ཷ講⪅や担当教員と

に会ヰできる。

ཷ講⪅や担当教員と䜋

䜌問題なく会ヰできる

ཷ講⪅や担当教員と必

要᭱ప㝈の会ヰはでき

る

ཷ講⪅や担当教員に㏉

⟅はできるが自らヰし

ฟせない

ཷ講⪅や担当教員と䜋

と䜣ど会ヰができない

㻝

䐣㻙㻞グループ䝽ーク グループの୍員として

グループ䝽ークが

に進䜐ようດ力できる

グループの୍員として

グループ䝽ークに取り

組める

グループ䝽ークに取り

組めるが他人௵せなጼ

ໃが┠立つ

グループ䝽ークに取り

組䜣でいるがグループ

の୍員としての意識に

Ḟける

グループ䝽ークに取り

組䜐ことができない

㻝

䐤安全で健康的な学生生

活を送ることができる

䐤授業のཷ講≧ἣ ẖ回、授業䜈Ẽ持ちྥ

けてཷ講し、㐜้Ḟᖍ

等がない。

ᴫ䛽、授業䜈Ẽ持ちྥ

けてཷ講し、㐜้Ḟᖍ

等がない。

たまにₔ↛とཷ講し、㐜

้Ḟᖍ等も多ᑡある。

ₔ↛と授業をཷ講し、㐜

้Ḟᖍ等が┠立つ。

勉学意ḧがஈしく、㐜้

Ḟᖍが多い。

㻝

合 計 㻝㻝

新しいルーブリックのᕤኵ

�㐩成┠的を要⣲に分けて䠈その要⣲を評価対㇟と

した。

�評点を点ᩘし䠈要⣲ごとに重みをけることで䠈

ഴᩳ㓄分とした。

�前グしたルーブリックは䠈要ồするỈ準が高す䛞る

とのᣦがあったため䠈評点３を䠈䠓方の学生が

฿㐩できそうな基本のỈ準䜈とᨵめた。

�学修ポート䝣䜷リ䜸を解㔘する䝒ールというよりも䠈

教員が学生の䝟䝣䜷ーマンスを る基準とした。

新しい基礎ゼミの授業計画

回ᩘ 授業ᴫ要

㻝～㻡回 䕔学部㔞（弘前大学における学生生活の基本ルールとコン䝢ュータの用方法は初回に説明するようにしてください。）

㻢～㻣回

䕔グループの作成（２～㻟人）
䕔ブレ䜲ンストーミングの方法を説明
䕔テーマを発表（必要にᛂ䛨てテーマについて説明）
䕔ブレ䜲ンストーミングを体験する（グループ規模のኚ᭦、グループ䝯ン䝞ーのኚ᭦等を適ᐅ行う。また、䜻ー䝽ー䝗からの連や᪤にฟ

ている䜰䜲デ䜱䜰のኚを考えさせるなど、発のど点をኚえてみる。）

㻤回

䕔グループの作成（５～㻣人）
䕔㻷㻶法の説明
䕔Ｋ䠦法を体験する䐟（⡆༢な⦎習問題でＫ䠦法を体験してみる）

㻥～㻝㻝回

䕔テーマを発表（必要にᛂ䛨てテーマについて⡆༢に説明する）
䕔㻷㻶法を体験する䐠（ᅗ᭩㤋や䜲ンター䝛ット等で、テーマに関連する情報をㄪべ、㻷㻶法を活用して整理する。その㝿、学生には௨ୗの

点などに␃意することをఏえる。）
・情報収集は、多ゅ的に、ᐃᛶ的に、㛫᥋的なものまで集めることが大切であること（㻝のᅗ᭩で‶㊊しない）
・情報収集を行う収集した資料をㄞ䜐㝿には、高ᰯの教⛉᭩等のㄞみ方とは␗なり、検証しながらㄞ䜐こと

㻝㻞～㻝㻟回

䕔㻷㻶法で整理した内容を発表資料にまとめる（学生には௨ୗの点などに␃意することをఏえる。）
・発表資料は㻭㻠用⣬１ᯛ～㻟ᯛ⛬度で⡆₩にまとめること
・聞きᡭが⣡得しやすいストーリーを考えて、発表資料の全体のὶれをつくること
・見ฟしやタ䜲トルをつける等して、主ᙇしたいことが୍┠でわかるようにすること
・ᅗ解するなどして、それ䛮れの内容の関ಀがわかるようにすること
・⤖論（主ᙇ）に⮳った「᰿ᣐ」（ᐈほ的データ等の事実、文⊩等）を♧すこと
・文章は⡆₩に、かつ、ポ䜲ント・䝣䜷ント・Ⰽ等をኚえて䝯リ䝝リをつけること

䕔発表⦎習を行う

㻝㻠～㻝㻡回

䕔グループูの発表（必要にᛂ䛨てクラスを２つに分けるなどして、「発表時㛫」と「発表に対するྛグループでの検討時㛫」を確保する。）
䕔ྛグループは他の発表を聞いた上で、問点等について༠議して質問する（論理的なᛮ考力の

育成につな䛢るため、批判力のⱆをᇵう。）
䕔グループで自分たちの活ືをり㏉り、「できたこと」「できなかったこと」をヰし合う。（「ルーブリック」の活用をᐃ。）
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新しい基礎ゼミの฿㐩┠ᶆの遵守

�基礎ゼミのシラ䝞ス・฿㐩┠ᶆは⤫୍されていた。

�しかし䠈実㝿の教育内容は䝞ラ䝞ラで䠈成績評価の

方法や分ᕸも䝞ラ䝞ラであった。

�新しい基礎ゼミでは䠈全ての学生がᐃめられた฿㐩

┠ᶆに㐩成できるように䠈教育内容をより⤫୍して䠈

成績評価の方法と分ᕸが䠈教員㛫で同୍のものと

なるように䠈「ᡭᘬき᭩」を作成した。

�よって䠈全ての教員が⤫୍ルーブリックを用する

ことを前ᥦとしている。

成績評価の課題とᶆ準

成績評価に関する課題

�成績評価の⤖果を全⛉┠通して═めてみると䠈㦫く

䜋ど⤖果に䝞ラ䝒䜻があることが分かる。

�弘前大学のでは䠈教㣴教育の⛉┠⩌ですら䠈極

➃な成績（不ྍが䠔を㉸える䠈または䠈⚽が５を

㉸える）をけているものがある。

�このことは䠈ᜍらくどの大学においても䠈共通の問題

として認識されているとᛮう。

中ኸ教育ᑂ議会⟅申のᣦ

�中教ᑂ⟅申「学ኈ課⛬教育の構築にྥけて」（ᖹ成

20年12月24日）は成績評価の⌧≧と課題について䠈

ୗグのようにᣦしている。

�ᡃがᅜの大学は䠈成績評価についてಶ々の教員の㔞

に౫Ꮡしており䠈組⧊的な取組がᙅい。ᚑ来のままでは䠈

大学全ධ時௦の学生のኚ容に㝿し䠈学生確保という⤒Ⴀ

上の要ㄳも相まって䠈なしᔂし的に安᫆な成績評価がᗈ

がるおそれがある（26㡫）。

具体的なᨵၿ方⟇

�⟅申がᥦ♧する具体的なᨵၿ方⟇とは䠈

�教員㛫の共通理解のୗで䠈成績評価基準を⟇ᐃし䠈その

明♧についてᚭᗏする。

�成績評価の⤖果について䠈基準に準ᣐした適正な評価

がなされているかの䠈組⧊的な事ᚋ䝏䜵ックを実施する。

�成績評価の通用ᛶを高める方⟇として䠈学内の教員௨እ

の第୕⪅の参画をồめる組みを検討する（27㡫）。

ᨵၿのスリー・ステップ

1. 成績評価基準の⟇ᐃと明♧

� ⤯対評価を基本的な理ᛕとしつつ䠈相対評価を組み合わ

せた⊂自の設ᐃを䠈学⛉の全教員で共᭷することが必要。

2. 組⧊的な事ᚋ䝏䜵ック

� 同評価の䝪トム䜰ップで点検するไ度が必要。

3. 第୕⪅の参画

� 他大学の教員による互ຓの⢭⚄が必要。
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ルーブリックの౽ᛶ

�ルーブリックの作成・用は䠈

�成績評価基準を教員が共᭷するのに䠈౽である。

�同評価による事ᚋ䝏䜵ックを行うのに䠈౽である。

�他大学の教員が教育内容のỈ準のጇ当ᛶをㄪべるのに䠈

౽である。

�እ部評価をཷᑂする㝿にも䠈ルーブリックは教育の

Ỉ準を♧す証ᣐとなり得る。

まとめ

まとめ

�ルーブリックを作成するだけならば䠈୍人でも成

できる䠈難しい作業ではない。

�しかし䠈そのルーブリックを適切に用いてもらうには䠈

ఱらかのᕤኵが必要である。

�⩏務？ ౽ᛶのᥦ♧？ ᡭᘬき᭩の作成？

�また䠈ルーブリックの内容は䠈用する教員・学生の

意見を㋃まえて䠈適ᐅ修正する必要が生䛨るだ䜝う。

�よって䠈修正のプロセスも䠈あらか䛨め明♧しておく

必要があるとᛮわれる。

ごΎ⫈ありがとうご䛦いました。
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8.他大学ＦＤ研修等参加報告 
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  9. LiveCampus を利用した中間アンケート実施結果 
 

 

 

 

LiveCampus を利用した 

中間アンケート実施結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

LiveCampus を利用した中間アンケート実施結果 

 

【前期中間アンケート】 

 

1.実施日時：2014 年 5 月 7 日～2014 年 5 月 22 日 

2.実施科目数：23 科目（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：18 科目） 

3.実施対象者数（履修登録者数）：のべ 1,010 人 

（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：984 人） 

4.提出者数：のべ 629 人（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：612 人） 

5.平均回収率：62.3%（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：62.2％） 

6.最大値：100.0%（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：88.9％） 

7.最小値：32.8％（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：32.8％） 

8.回収率分布（対象者が 10 人未満の科目を除く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

科目数
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【後期中間アンケート】 

 

1.実施日時：2014 年 11 月 4 日～2014 年 11 月 20 日 

2.実施科目数：19 科目（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：18 科目） 

3.実施対象者数（履修登録者数）：のべ 1,303 人（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：

1,296 人） 

4.提出者数：のべ 711 人（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：709 人） 

5.平均回収率：54.57%（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：54.71％） 

6.最大値：74.0%（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：74.0％） 

7.最小値：29.0％（対象者が 10 人未満の科目を除く場合：32.0％） 

8.回収率分布（対象者が 10 人未満の科目を除く。） 
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（参考）期末（紙ベース）回答率 

Ｈ26 前期 65.6％   後期 55.6％ 

Ｈ25 前期 67.0％   後期 58.4％ 

Ｈ24 前期 67.0％   後期 61.6％ 

Ｈ23 前期 62.5％   後期 61.4％ 

Ｈ22 前期 64.8％   後期 61.6％ 

Ｈ21 前期 67.9％   後期 60.9％ 
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 10.「教育改善のための学生アンケート」集計結果 
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「教育改善のための学生アンケート」に関る平成 26年度の活動 

 

平成 26 年度は、「教育改善のための学生アンケート」の実施・集計の他、以下に挙げる

活動を行った。 

 

・平成 26年度前期における「教育改善のための学生アンケート」の改訂提案 

「教育改善のための学生アンケート」（授業アンケート）の改訂については、昨年度より

教育企画委員会を中心に議論を進めてきたところである。平成 26 年度前期は、これらの議

論の成果を踏まえ、改善を図るべき主な課題を教育企画委員会にてまとめるとともに、全

学類の教員会議に報告し、課題の共有を図った。これら主な課題のうち、質問内容に関わ

る改善策については、「自由記述欄の統合」「質問項目の精選」「科目別設問の欄の追加」を

趣旨とする質問紙の改訂を、平成 26 年度前期中に実施した。質問紙改訂についての詳細は

後掲の参考資料「「教育改善のための学生アンケート」（授業アンケート）の改訂について」

（2014 年 5 月 20 日、教育企画委員会提案資料）を参照されたい。 

 

・平成 26年度後期における「教育改善のための学生アンケート」の改訂提案 

平成 26 年度後期は、前期に残された主な課題について教育企画委員会にて対応策を検討

した。具体的な課題は、①授業アンケート実施回数の縮減、②アンケート結果を踏まえた

改善結果の可視化、③アンケート活用方針の弾力化、④アンケートのＷＥＢ化、の４つで

あった。検討の結果、これらの課題のうち①②に関わる対応策として、授業アンケートの

隔年実施と「フィードバック・レポート（仮称）」の導入を教育企画委員会に提案し、各学

類からの了承を得て決定された。提案の詳細は後掲の参考資料「授業アンケートの隔年実

施と改善結果の可視化に向けて」（2014 年 11 月 20 日、教育企画委員会提案資料）を参照

されたい。また、提案に対する学内からの主な質問・意見に対しては、後掲の参考資料「授

業アンケートの隔年実施と改善結果の可視化に関するＱ＆Ａ」（2015 年 2 月 18 日、教育企

画委員会提案資料）に示す回答を行なった。 

 

・「教育改善のための学生アンケート」経年比較資料（続報）の公表 

 その他、平成 26 年度には、『総合教育研究センター紀要』第 16 号に掲載の「「教育改善

のための学生アンケート」平成 13-14 年度データの経年比較資料」の続報として、共通教

育（共通領域、自己デザイン領域）の科目群別、専門教育の学類別の経年比較資料を作成

した。経年比較の詳細は、『総合教育研究センター紀要』第 18 号に掲載されている。福島

大学の教育活動をふり返り、更なる充実を図る上での基本データとして、これら２つの経

年比較資料を併せて御参照いただきたい。 
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࠺࠸ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⏝ά᭷ຠᏛⓗࡶ࡚ࡅࢆ⟭ணᡭ㛫࡞⭾ࠊࡵྵࡶ⏕Ꮫࡣᤵᴗホ౯≉ࠕ

ࣥᤵᴗホ౯ࡓࢀࡉᐇ㸰㸰ᖺᗘࠋ࠸࡞ࡁゎ࡛⌮ࡿぢࡽእࠊࡀⅬࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠸࡞ࡋ⏝άࡾࡼ

࠸࠸࡞ࡣࡃከࡀ⟆ᅇ࡞ᐃⓗ⫯ࡿࡍᑐ⏝άࡢᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡽㄪᰝࡢᩍဨࡿࡍ㛵⏝άࡢࢺ࣮ࢣ

࠸࡞ࡋ⏝άࠊࡔࡓࠋ࠺ࢁ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡍ┤ぢࢆ⥆⥅ࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡿ࠼⪄ࢆᐇ࠺

ࠊࡽࡓࡋࡿ࠶ࡀ༴࠺࠸ࡿࢀࡉ⏝ᝏᩍဨホ౯ࠊࡸࡇ࠺ࢆಙ㢗ᛶࡢᤵᴗホ౯ࡢ⏕Ꮫࠊᬒ⫼࠺࠸

Ꮫ⏕ࡸᏛࢆಙ⏝࠸࡞ࡋゝࡢࢺ࣮ࢣࣥࠊ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘࡶࡇ࠺ぢ┤ࡢࡅࡔࡋၥ㢟࡛࠺ࡼ࠸࡞ᛮ

࠼ࡶ⏕Ꮫࡣ࡚ࡋ㛵㒊ᤵᴗ୍ࡢ࡞ᨻᨻ⟇Ꮫ㢮⾜ࡸே㛫Ⓨ㐩ᩥᏛ㢮ࠊࡾ࡞␗ࡣࢀࡇࠊ᪉ࠋࡿ࠼

ດࡿࡍඹ᭷Ꮫ㢮ࠊࡾࡓࡆᗈࡶ┠⛉ᤵᴗࡢࢆ⟇᪉ࡓࡋ࠺ࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡞ࡀᤵᴗᨵၿ࡞ඹⓗࡓ

ຊ࠺⾜ࢆ᪉ࠊࡀᚑ᮶ࡢᶵᲔⓗࡿࡣࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥ࡞ᐇ㉁ⓗ࡛ࡔࡓࠋࡿ࠼⪄࠸࡞ࡣᤵᴗ࣮ࢣࣥ

ᤵࠊࡿ࠼⪄ࡽࡇࡿ࠸ࡶᩍဨࡿ࠸࡚ࡋᨵၿࢆᤵᴗ࡚ࡋ⏝άࢆࢀࡑࠊ࡛ࡇࡿࢀࡉ㏉ᩍဨಶேࡣࢺ

ᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᗫṆࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍಶேⓗᏛ⏕ࡢᤵᴗホ౯ࢆᨵၿࡿࡍ࠺ࡶ⤌ࡾྲྀᩍဨࡢᨭ

ࡀࡇࡿࢀࡉ⾜ヨࡀ⟇᪉ࡿࡍ⟆ᅇ࡛ୖ࣮ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ᥋┤ࡀ⏕Ꮫࡣ㸰㸱ᖺᗘࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࢁ࠶ᚲせ࡛ࡣ

ィ⏬ࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉά⏝ࡀࡇࡍ⏕ࢆᮇᚅࠋࠖࡿࢀࡉ  

 
㹆㸰㸱┘┘ᰝ 

ࡢᩍဨࡢࠎಶ࡚ࡋ⏝άࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀࠖࢺ࣮ࢣࣥࡢ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕࠕ

ᩍ⫱ຊࡢᗏୖࡧ⤖ࡆ࡚ࡅḧࠋࠖ࠸ࡋ  

 
㹆㸰㸲┘┘ᰝ 

ࡢᩍဨࡢࠎಶ࡚ࡋ⏝άࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀࠖࢺ࣮ࢣࣥࡢ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕࠕ

ᩍ⫱ຊࡢᗏୖࡧ⤖ࡿࡅඹࡢࡑᡂᯝࢆඹ᭷࡚ࡋᩍ⫱⤌⧊ࡢ㧗ᗘࢆᐇ⌧࡚ࡋḧࠋࠖ࠸ࡋ  

 
㹆㸰㸳እ㒊ホ౯㸦ᮍᐃ✏㸧 

࠸࡚ࡅࡧ⤖ᨵၿ࡞ⓗ⧊⤌ࠊෆᐜᨵၿࡢ⫱ᩍࡢࠎ᪥ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔㄪᰝ࡞⮬⊃ࠊࡣド᳨ࡢᏛ⩦ᡂᯝࠕ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡁࡿࡵ㐍ࢆ⏝άࡢᤵᴗホ౯ࢱ࣮ࢹ⦼ᡂࠊࢀධど㔝ࡶࢺࢫࢥࠊࡣࡵࡓࡃ  

 

㈨ᩱ㸱㸬ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥᑐࡿࡍᩍဨࠊᏛ⏕ࠊ⫋ဨࡢኌ�

� ͤᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥� ➨ �� ᅇᩍ⫱⏬ጤဨ㈨ᩱࡾࡼᢤ⢋ࠋ�

�

ձᩍဨഃࡢ‶➼㸦ᯈᶫࠊ2011ࠗࠊ ⥲ྜᩍ⫱◊✲࣮ࢱࣥࢭ⣖せ࠘10ࠊp.9㸧 

࣭㉁ၥ㡯┠ṇゎ࠸࡞ࡀ 
࣭ᩍ⫱┠ⓗࡸᏛ⏕ࡢ▱㆑࣭ࣞࣝ࣋ᩍ⫱ෆᐜࡢ㛵㐃㛵ࡿࡍ㉁ၥ࠸࡞ࡀ 
࣭ᩍဨࡀᅇ࠸ࡋ࠾ࡣࡢࡿࡍ 
࣭⮬⏤グ㏙ࡢグ㍕㔞ࡢῶᑡ 
࣭ᨵၿ⤖ᯝࡀḟᖺᗘ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ 
࣭ᒚಟ᧔ᅇࡿࡍᏛ⏕ࡢኌࢆᣠ࠸࡞࠼ 
࣭タഛ㛵ࡿࡍഛࡁࡍࢺ࣮ࢣࣥࡢูࡣ 
࣭Ꮫ⏕ࡢฟᖍ⋡ホ౯ࡢ㛵ಀ㸦ฟᖍ⋡ࡀᝏ࠸Ꮫ⏕ࡢホ౯ࡿ࠼⪄࠺ࢆ㸧 
࣭ᩍဨホ౯ࢆࢱ࣮ࢹά⏝ࡁࡍ 
࣭ᨵ㠉ㄽ㆟ࡵࡓࡢ⏝࡛ࡁࡍ࠺ࡼࡿࡁ 
࣭⤖ᯝࡢබ⾲ 
࣭୰㛫ྜᩚࡢࢺ࣮ࢣࣥᛶ 
࣭ᩍဨホ౯࡛࠸࡞ࡋࢡࣥࣜఱࢡࢵ࢙ࢳࡢࡽ 
࣭ᅇ⟅࣭グ㏙ࡀᑀ࡛࠸࡞㸦↓㈐௵࡞ᅇ⟅㸧 
 ࠸ከࡀࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭ᩘㄪᰝࡢᚲせᛶࡣ㸽 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  ࡞ 

 
ղᏛ⏕ഃࡢ‶➼㸦2011 ᖺᗘ FD ྜᐟ㸧 

࣭Ꮫ⩦㛫㛵ࡿࡍ㉁ၥࡿ࠶ࡐ࡞ࡣ㸦๓༙ࡣ⮬ᕫ┬㸧 
࣭3  㸧ᚋ᭱ࡣ㸦⮬⏤グ㏙࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡌྠࡀグ㏙㒊ศ⏤⮬ࡢࡘ
࣭せᛮࡿࢀࢃ㉁ၥࡿ࠶ࡀ 
࣭⣽࡞Ⅼ㸦ኌࡢࠊࡉࡁ㓄ᕸ㈨ᩱࡢ㐺ษᛶࠊᏛ⏕ࡢ⌮ゎᗘࡢᢕᥱ࡞㸧ࢆධࡁࡿࢀ 
࣭➹グࡢḍࡀከ࠸㸦᭩ࡃෆᐜࡀ㔜」ࡿࡍ㸧 
࣭ᤵᴗᑐ࡚ࡋⓎゝ࡛ࡿࡁⅬ࠸࡞ࡣ 
࣭ᑓ㛛ࠊඹ㏻㒊ᚲせ㸽 
࣭ཷㅮ⪅ᩘࡿࡼᕪࡢᨵၿ㸦ᑡேᩘࡸேᩘࡿࡼᘢᐖ㸧 
࣭WEB ධຊ࠸ࡋ࡚ࡋ 
࣭㓄ᕸࠊᅇࡢ᪉ἲࡢᨵၿ 
 ᪉ἲࡢ௨እࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭ෆᐜ௨እࣝ࢟ࢫࡢ㒊ศࡢ࡚࠸ࡘ୰㛫ࡢࢺ࣮ࢣࣥᐇ 
࣭᭩ࡃ㛫࠸࡞ࡀ 
࣭ேᩘࡀከࠊ࠸࠸ࡁᩍᐊࡔ᭩࠸࡞ 
 ࡿࢀ⑂࡚ࡂࡍከࡀࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭୰㛫ࡣ⣬᭱ࠊᚋࡣ WEB 
࣭HP බ㛤ࡢ᪉ἲࡢጇᙜᛶ 
࣭ᨵၿࠊ࠺ࡓࢀࡉศ࠸ࡃࡾ 
࣭ᩍဨึࡀᅇࡢᤵᴗ࡛ࠊᨵၿࡸᕤኵࢆఏ࠸ࡋ࡚࠼ 
 㸧࠸࡞ࡽࢃࡀពࡿ࠸࡚ࡗࡸ㸦࠸࡞ࡽ࡞ࡵࡓࡢศ⮬㌟⮬ࠊࡣࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ࣭
࣭බ㛤ࡢ᪉ἲࢆᕤኵ࠸ࡋ࡚ࡋ 
࣭ඛ⏕≉ᚩ࠸࡞ࡀ᭩࠸࡞ࡅ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  ࡞

 
ճົⓗ࡞ㄢ㢟➼ 

࣭ᤵᴗࡣࢺ࣮ࢣࣥ⣬፹య࡛ᐇࠊࡾ࠾࡚ࡋ㞟ィࡣᴗ⪅ጤクࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ㝿ࠊ㞟ィࡣ 160
ࡿ࠸࡚ࡗࡀ⏝㈝ࡢ㸦᭱ࡣࢱ࣮ࢹࠊ࠾࡞⤊ⓗ࡛ࣝࣇࣝࢭࢡ࢚⣡ධࠊࢀࡉᩍົㄢࡢ
 ࠋ㸧ࡿ࠸࡚ࢀࡉ✚ෆࢱ࣮ࢹ

࣭LC ࣥ୰㛫ࡽᖺᗘᚋᮇࠊ࡚ࡋ⏝ࢆ⬟ᙜヱᶵࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀ⬟ᶵࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡣ
ࡣࢺ࣮ࢣ WEB   ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⏝ࡢࡿ࠶ࡀ⬟ᶵࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᐇࡢ࡛ୖ



 
� ͤ᭱ᚋࡢ⮬⏤グ㏙ࡢタၥࡢኚ᭦ 
� � Ѝࡢࡇࠊࡀࡓ࡞࠶ࠕᤵᴗࢆ㏻࡚ࡌᏛ≉ࠊ࡛ࡇࡔࢇ༳㇟ṧࠋࡍ࡛ࡇ࡞࠺ࡼࡢࡣࡢࡿ࠸࡚ࡗ 
� � � � ᤵᴗࡢឤࡸពぢࡈ⏤⮬ࠊࡵྵࡶグධࠋࠖ࠸ࡉࡔࡃ  
�  ࠋࡿࡍウ᳨ࢆ㏣ຍࡢḍࡿࡁタᐃ࡛ࡈᤵᴗࠊࡢࡑͤ

⮬
⏤
グ
㏙
ḍ
ࡣ
᭱
ᚋ
ࡢ
୍
ࡘ

⤫
ྜ  

๐
㝖  

6.㸮ศ㸦ఱࡓࡗ࡞ࡋࡶ㸧Ћ㏣ຍ 

㈨ᩱ㸲㸬ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ㉁ၥ⣬ᨵゞ᪉㔪�  
ᤵᴗࢻ࣮ࢥ␒ྕ      

ᩍ⫱ᨵၿࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ࢺ࣮ࢣࣥ 
⚟ᓥᏛᩍ⫱⏬ጤဨ 

 ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍᐇ࡚࠸ࡔࡓ࠸ࢆ༠ຊࡈࢇࡉ࡞ࡳࡢ⏕Ꮫࠊࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࡢᮏᏛࠊࡣࢺ࣮ࢣࣥࡢࡇی
 ࠋࡍ࡛ࡾ࠾ࡢḟࠊࡣ࡚࠸ࡘ࠸ᢅࡾྲྀࡢ㞟ィ⤖ᯝࡢࢺ࣮ࢣࣥࡢࡇی
� ձྛ⛉┠ࡢ㞟ィ⤖ᯝࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣᤵᴗᢸᙜᩍဨࠋࡍࡲࢀࡉࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ 
� ղඹ㏻⛉┠ࣉ࣮ࣝࢢ┠⛉ྛࡣศ㢮ࣉ࣮ࣝࢢ┠⛉ࠊࡋ༢ࡢ㞟ィ⤖ᯝࢆሗ࿌᭩࡚࠸࠾බ⾲ࠋࡍࡲࡋ 
� ճᑓ㛛⛉┠ࡣᏛ㢮ࡈ㞟ィࡢࡑࠊࡋ㞟ィ⤖ᯝࢆሗ࿌᭩࡚࠸࠾බ⾲ࠋࡍࡲࡋ 
� մሗ࿌᭩ࡣ⚟ᓥᏛ࡚ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍බ㛤ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ 

 
Ϩ㸬㸦㸯㸧Ꮫ⡠␒ྕࡢึ᭱ࡢ㸳᱆ࢆグධࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 
� � � � 㸦⤫ィฎ⌮ୖࠊᡤᒓᏛᖺࢆᢕᥱࡍ࡛ࡵࡓࡿࡍ㸧 
 
ϩ㸬ࡢࡇᤵᴗࡓ࡞࠶ࡢ࡚࠸ࡘ⮬㌟ࠋࡍࡲࡋࡡࡎࡓ࠾࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 
�  㸦㸰㸧ࡢࡇᤵᴗ࠸ࡽࡃࡢฟᖍࠋࡓࡋࡲࡋ 
� � � 㸯㸬ẖᅇฟᖍࡓࡋ� 㸰㸬2/3 ௨ୖฟᖍࡓࡋ� 㸱㸬༙ศ௨ୖฟᖍࡓࡋ� 㸲㸬ฟᖍ༙ࡣศᮍ‶ࡓࡗࡔ 
 
�  㸦㸱㸧ᤵᴗ㛫௨እࡢࡇᤵᴗ㛵࡚ࡋ 1 ᅇࡢㅮ⩏ࡾࡓ࠶ᖹᆒ࠸ࡽࡃࡢ࡚ࡋண⩦࣭⩦ࠊ 

 ࠋࡓࡋࡲࡋࢆ⩦Ꮫࡢ㛵㐃ࡣ࠸ࡿ࠶
� � � 㸯㸬㸱㛫௨ୖ� � � � � � 㸰㸬㸰㹼㸱㛫ᮍ‶� � 㸱㸬㸯㹼㸰㛫ᮍ‶ 
� � � 㸲㸬㸱㸮ศ㹼㸯㛫ᮍ‶� � 㸳㸬㸱㸮ศᮍ‶� � � � 㸴㸬㸮ศ㸦ఱࡓࡗ࡞ࡋࡶ㸧 
 

࠙௨ୗྛࡢタၥࠊࡣ࡚࠸ࡘḟࡢ༊ศࡾࡼホ౯ࠊࡋࢆヱᙜࡿࡍホ౯ࢺ࣏ࣥ㸳㹼㸯ࢆࢀࡎ࠸ࡢグධࠋࠚ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ  
㸳㸸࠸ࡣ� � 㸲㸸ࡔ࠺ࡑࡾ࡞ゝࡿ࠼� � 㸱㸸ࡶࡽࡕゝ࠸࡞࠼� � 㸰㸸ࡣ࠺ࡑࡾࡲ࠶ゝ࠸࡞࠼� � 㸯㸸࠼࠸࠸ 

 
Ϫ㸬ࡢࡇᤵᴗཬࡧᢸᙜᩍဨ㛵࡚ࡋḟࡢ㸦㸲㸧㹼㸦㸵㸧ࡢ㡯┠࡚࠸ࡘホ౯ࢺ࣏ࣥ㸳㹼㸯ᩘࡢࢀࡎ࠸ࡢᏐ࡛⟅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ 
 
㸦㸲㸧ᩍဨࡢᤵᴗᑐࡿࡍጼໃࠋࡍ࡛ࡓࡗࡼࡣ 
� � � 㸦ほⅬ㸸ᤵᴗࡢ‽ഛࠊᤵᴗࡢ⇕ពࠊᏛ⏕ࡢᑐᛂ➼㸧 

 
㸦㸳㸧ᩍ⫱ࡢ᪉ἲࡣ㐺ษ࡛ࠋࡓࡋ 
� � � 㸦ほⅬ㸸㉁ၥࡢᑐᛂࠊⓎ⾲࣭ウㄽࡢᶵࡢࢫࣂࣛࢩࠊグ㏙ෆᐜ➼㸧 
 
㸦㸴㸧ᤵᴗࡢෆᐜࡣ㐺ษ࡛ࠋࡓࡋ 
� � � 㸦ほⅬ㸸㨩ຊࠊࢡࢵࣆࢺࡿ࠶ᩍᮦ࣭ᩍ⛉᭩ࡢ㐺ษᛶࠊཧ⪃ᩥ⊩ࡢᥦ♧ࠊ 

ᤵᴗࡢ㐍ᗘࢫࣂࣛࢩࠊグ㏙ࡓࢀࡉ┠ᶆࡢ㐩ᡂᗘ➼㸧 
 
㸦㸵㸧⥲ྜⓗࡢࡇ࡚ࡳᤵᴗ‶㊊ࠋࡓࡋࡲࡋ 

 
ϫ㸬ࡢࡇࠊࡀࡓ࡞࠶ᤵᴗࢆ㏻࡚ࡌᏛ≉ࠊ࡛ࡇࡔࢇ༳㇟ࠋࡍ࡛ࡇ࡞࠺ࡼࡢࡣࡢࡿ࠸࡚ࡗࡇࡢ 
� � ᤵᴗࡢឤࡸពぢࡈ⏤⮬ࠊࡵྵࡶグධࠋ࠸ࡉࡔࡃ 
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㈨ᩱ㸳㸬ࠕᩍ⫱ᨵၿࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ࠖࢺ࣮ࢣࣥᅇ⟅ࠕࡿࡅ࠾⥲ྜ‶㊊ᗘࠖ᪼ୖࡢഴྥ�
�
�

࣭ᮏ㈨ᩱࠊࡣ⚟ᓥᏛ࡚࠸࠾ᖹᡂ �� ᖺᗘࡾࡼᐇࠕࡓࡁ࡚ࢀࡉᩍ⫱ᨵၿࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ࢺ࣮ࢣࣥ 㸦ࠖᤵᴗ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࢆᯝ⤖ࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆᖺẚ㍑⤒ࡶࢆࢱ࣮ࢹࡿ࠸࡚ࢀࡉ⾲බࠊ࡚࠸ࡘ㸧ࢺ࣮ࢣࣥ

ලయⓗྛࠊࡣᖺᗘࠗࡢ⚟ᓥᏛ )' ࢹඹ㏻ᩍ⫱㸦ඹ㏻㡿ᇦ࣭⮬ᕫࡓࢀࡉᥖ㍕άືሗ࿌᭩࠘ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

๓ࠊࡵࡲࢆ➼ࢺ࣏ࣥᖹᆒࡧཬࠊྜࠊᩘ⟆ᅇࡢタၥྛࠊࡶࢆ㞟ィࡢูࡢ⫱ᑓ㛛ᩍ㡿ᇦ㸧ࣥࢨ

ᮇࠊᚋᮇࡢࢀࡒࢀࡑ⤒ᖺࡿࡼ᥎⛣୍ࢆぴ⾲͐ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧࡚ࣇࣛࢢࡋ࠸࡞�
�

࣭ᅇࡢ⤒ᖺẚ㍑ࡽᚓࡿࢀࡽ♧၀ࡁࡍ➹≉࡚ࡋⅬࠊ͆ࡣ ຮᙉ࠸࡞ࡋᏛ⏕͇ࡢῶᑡഴྥࠊᤵᴗ࣭

ᩍဨ࣭ᩍ⫱⎔ቃᑐࡿࡍホ౯᪼ୖࡢࢺ࣏ࣥഴྥ࡛ࠋࡿ࠶�
�

ᅇ⟅ഴྥࡿࡍᑐຮᙉࠖࡢ㛫እࠕࡸດຊࠖࡢᤵᴗ⌮ゎࠕࡣῶᑡഴྥࡢ͇⏕Ꮫ࠸࡞ࡋຮᙉ͆ࡤ࠼ࡓ࣭

ດຊࡢᤵᴗ⌮ゎࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࡚ࡳኚࡢ 㸦ࠖᮏ㈨ᩱ � 㡫ཧ↷㸧ࠊࡣᖹᡂ �� ᖺᗘᚋᮇ௨㝆

㏣ຍࡓࢀࡉタၥ࡛ࠋࡿ࠶ᤵᴗࢆ⌮ゎࡓࡗ⾜ࡵࡓࡿࡍດຊࠊ࡚࠸ࡘ� ࡽ⊫㑅ᢥࡘ � ࡪ㑅ࢆ࡛ࡲࡘ

ᅇ⟅ᙧᘧ࡛ࠕࡕ࠺ࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ఱࢆࠖࡓࡗ࡞ࡋࡶ㑅ᢥࡿࡍᏛ⏕ࡢྜࠊࡀ⥅⥆ⓗῶᑡࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ຮᙉࡢ㛫እࠕࡓࡲ 㸦ࠖᮏ㈨ᩱ �㡫ཧ↷㸧࡛ࠊࡣᖹᡂ ��ᖺᗘ๓ᮇࠕࡣ࡛ࡲ㠀ᖖࡃࡼຮᙉࡽࠖࡓࡋ

ࡢ࡛ࡲࠖࡓࡗ࡞ࡋࡃࡓࡗࡲࠕ � ẁ㝵࡛ࠊᖹᡂ �� ᖺᗘᚋᮇ௨㝆ࡣ � ᅇࡢㅮ⩏ࡢࡾࡓ࠶ᖹᆒ㛵㐃Ꮫ⩦

㛫㸦�ẁ㝵㸧࡛ࢀࡒࢀࡑࠊᤵᴗ㛫௨እࡢຮᙉ㔞ࢆᑜࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡡᖹᡂ �� ᖺᗘ๓ᮇࡢ࡛ࡲ⤒

ᖺẚ㍑ࡿ࠼⟆ࠖࡓࡗ࡞ࡋࡃࡓࡗࡲࠕࡣࡽᏛ⏕ࡢྜࡢῶᑡࠊࢆᖹᡂ �� ᖺᗘᚋᮇ௨㝆ࡢ⤒ᖺẚ

㍑࡛ࠕࡣ�� ศᮍ‶ࠖࡿ࠼⟆Ꮫ⏕ࡢྜࡢῶᑡࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࡚ࡳࢀࡒࢀࡑࠊࢆ�
�

࣏ホ౯ࡿࡍᑐ㊊ᗘࠖ‶࡞ⓗྜ⥲ࠕࡣഴྥ᪼ୖࡢࢺ࣏ࣥホ౯ࡿࡍᑐᤵᴗ࣭ᩍဨ࣭ᩍ⫱⎔ቃࡓࡲ࣭

㊊ᗘ‶࡞ⓗྜ⥲ࠕࠋࡿ࠶㢧ⴭ࡛⛣᥎ࡢࢺࣥ 㸦ࠖᮏ㈨ᩱ ��㡫ཧ↷㸧ࠊࡣᖹᡂ �� ᖺᗘࢺ࣮ࢣࣥࡢ㛤ጞ

ࡢ⾜⌧ࡽ㉁ၥ⚊୍ࠊ࡛ࡲࡿ⮳㈏࡚ࡋ � ẁ㝵ホ౯ࡿࡼᅇ⟅ᙧᘧࡿ࠸࡚ࡗ࡞㸦ࠕᏛᖺࠖࢆ㝖ࡃ

‶࡞ⓗྜ⥲ࠕࡢࡇࠋ㸧ࡿࢀࡽ㝈㊊ᗘࠖ‶࡞ⓗྜ⥲ࠕࡣタၥࡘಖࢆᅇ⟅ᙧᘧࡢ㛤ጞࢺ࣮ࢣࣥࠊ

㊊ᗘࠖࠊ࡚࠸ࡘホ౯ࡢࢺ࣏ࣥᖹᆒࠊࡿࡳࢆࢺ࣏ࣥඹ㏻ᩍ⫱࡛ࡣ๓ᮇࡀ ���� ࡽ ���� ᚋࠊ

ᮇࡀ ���� ࡽ ���� ࡀ๓ᮇࡶ࡛⫱ᑓ㛛ᩍࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ᪼ୖ ���� ࡽ ���� ࡀᚋᮇࠊ ���� ࡽ

���� �ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᪼ୖ
�

ᖹᡂࠖࢺ࣮ࢣࣥ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕࠕͤ ����� ᖺᗘࡢࢱ࣮ࢹ⤒ᖺẚ㍑㈨ᩱࠖ�

㸦ᒣࠊࠗ����ࠊ ⥲ྜᩍ⫱◊✲࣮ࢱࣥࢭ⣖せ࠘��㸧ࡾࡼᢤ⢋�

�

�
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ඹ㏻ ᑓ㛛

㈨ᩱ㸴㸬ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ� ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ㄪᰝࠕᏛࡿࡅ࠾ᩍ⫱ෆᐜ➼ࡢᨵ㠉≧ἣ➼࡚࠸ࡘ �ࠖ

 
 ヱᙜ㸧ࡢࡶࡓࡅࡘࢆࠐࡣᐇ≧ἣ㸦ͤ⚟ᓥᏛࡢᤵᴗホ౯ࡿࡼ⏕Ꮫیی

 

 

 
 ヱᙜ㸧ࡢࡶࡓࡅࡘࢆࠐࡣබ⾲⠊ᅖ㸦ͤ⚟ᓥᏛࡢᤵᴗホ౯⤖ᯝی

 

 

ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య
䠽㻌Ꮫ㒊 㻣㻟 㻣㻣 㻡㻟㻢 㻢㻤㻢 㻤㻡㻑 㻥㻡㻑 㻥㻝㻑 㻥㻝㻑
䠾㻌◊✲⛉ 㻞㻤 㻞㻝 㻝㻝㻤 㻝㻢㻣 㻟㻟㻑 㻞㻢㻑 㻞㻜㻑 㻞㻞㻑
䠿㻌୍㒊Ꮫ㒊 㻝㻜 㻞 㻝㻞 㻞㻠 㻝㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑
䡀㻌୍㒊◊✲⛉ 㻞㻡 㻢 㻟㻡 㻢㻢 㻞㻥㻑 㻣㻑 㻢㻑 㻥㻑
䡁㻌ᮍᐇ 㻝 㻜 㻝㻟 㻝㻠 㻝㻑 㻜㻑 㻞㻑 㻞㻑
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Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ᐇ≧ἣ㸦㸣㸧 
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බ❧ 
⚾❧ 
య 

ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య
䠍㻌Ꮫෆእ䠄ಶே䠇㞟ィ䠅 㻞㻞 㻞㻟 㻝㻜㻡 㻝㻡㻜 㻞㻢㻑 㻞㻤㻑 㻝㻤㻑 㻞㻜㻑
䠎㻌Ꮫෆእ䠄ಶேホ౯䠅 㻝 㻜 㻥 㻝㻜 㻝㻑 㻜㻑 㻞㻑 㻝㻑
䠏㻌Ꮫෆᩍဨ䞉Ꮫ⏕䛾䜏 㻞㻣 㻞㻤 㻞㻟㻞 㻞㻤㻣 㻟㻝㻑 㻟㻡㻑 㻟㻥㻑 㻟㻤㻑
䠐㻌Ꮫෆᩍဨ䛾䜏 㻝㻜 㻤 㻤㻠 㻝㻜㻞 㻝㻞㻑 㻝㻜㻑 㻝㻠㻑 㻝㻟㻑
䠑㻌ᩍဨᮏே䛾䜏 㻝㻥 㻝㻣 㻝㻞㻤 㻝㻢㻠 㻞㻞㻑 㻞㻝㻑 㻞㻞㻑 㻞㻞㻑
䠒㻌බ⾲䛧䛶䛔䛺䛔 㻝 㻝 㻡 㻣 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑

ᐇᩘ 䠂

0%

10%

20%

30%

40%

50%

1 2 3 4 5 6

ᤵᴗホ౯⤖ᯝࡢබ⾲⠊ᅖ㸦㸣㸧 

ᅜ❧ 
බ❧ 
⚾❧ 
య 



ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇᨵၿ⤖ᯝྍࡢど࡚ࡅྥ�

�

㸯㸬ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ㛵ࡿࢃᖹᡂ �� ᖺᗘࡢㄢ㢟�

� ࢺ࣮ࢣࣥ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕ 㸦ࠖᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ㸧ࡢᨵゞࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺᗘࡾࡼ

ᩍ⫱⏬ጤဨࢆ୰ᚰ㆟ㄽࢆ㐍ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࡁ࡚ࡵᖹᡂ 26 ᖺᗘ๓ᮇࡢࡽࢀࡇࠊࡣ㆟

ㄽࡢᡂᯝࢆ㋃ࠊ࠼ࡲᨵၿࢆᅗࡁࡿ࡞ㄢ㢟ࢆᩍ⫱⏬ጤဨࠊࡶࡿࡵࡲ࡚

Ꮫ㢮ࡢᩍဨ㆟ሗ࿌ࠊࡋㄢ㢟ࡢඹ᭷ࢆᅗࡽࢀࡇࠋࡓࡗ࡞ㄢ㢟ࠊࡕ࠺ࡢ㉁ၥෆᐜ㛵ࢃ

ྜ⤫ࡢグ㏙ḍ⏤⮬ࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ⟇ᨵၿࡿ ⢭㑅ࡢ┠㉁ၥ㡯ࠕࠖ ࢆ㏣ຍࠖࡢḍࡢタၥู┠⛉ࠕࠖ

㊃᪨ࡿࡍ㉁ၥ⣬ࡢᨵゞࠊࢆᖹᡂ 26 ᖺᗘ๓ᮇ୰ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ᖹᡂ 26 ᖺᗘᚋᮇࠊࡣṧࡓࢀࡉ࡞ㄢ㢟࡚࠸ࡘᩍ⫱⏬ጤဨ࡚ᑐᛂ⟇᳨ࢆウࡇࡿࡍ

ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥղࠊῶ⦰ࡢᐇᅇᩘࢺ࣮ࢣࣥձᤵᴗࠊࡣㄢ㢟࡞ලయⓗࠋࡿࢀࡽࡵồࡀ

ࠊ㹕㹃㹀ࡢࢺ࣮ࢣࣥմࠊᙎຊࡢά⏝᪉㔪ࢺ࣮ࢣࣥճࠊどྍࡢᨵၿ⤖ᯝࡓ࠼ࡲ㋃ࢆ

ᤵࠊ࡚ࡋྎࡁ྇ࡢ⟇ᑐᛂࡿࢃ㛵ձղࡕ࠺ࡢㄢ㢟ࡢࡽࢀࡇࠊࡣᮏ㈨ᩱ࡛ࠋࡿ࠶࡛ࡘ㸲ࡢ

ᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕ㸦௬⛠㸧ࠖ  ࠋࡿࡍᥦࢆᑟධࡢ

 
㸰㸬ᥦࡢ⫼ᬒ�

� ⚟ᓥᏛࠕࡿࡅ࠾ᩍ⫱ᨵၿࡢࡵࡓࡢᏛ⏕ࢺ࣮ࢣࣥ 㸦ࠖᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ㸧ࡣᖹᡂ 13 ᖺ

ᗘ㛤ጞ࡚ࢀࡉ௨᮶ࠊẖᖺᗘ 2 ᅇ࣮ࢱࢫ࣓ࢭྛࠊᮎᐇࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉᏛ࡛ඹ㏻ࡢ㉁ၥ

⣬ࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠸⏝ࡀ࡚ࡢࢺ࣮ࢣࣥࡀ┠⛉ࡢᑐ㇟ࠋࡿ࡞ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ┠ⓗ

➨ࠊࡣ 1 ➨ࠊᤵᴗᨵၿࡢᩍဨಶே 2 ᖹᡂࡣࢀࡇࠊ࡛ࡾ㏉ࡾࡩࡢ⏕Ꮫ 13 ᖺᗘ௨᮶ࠊኚࢃ

ࡢ௨ୗࠊࡣ⏝άࡢᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ 3 ࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗࡀࡓࡋ᪉㔪ࡢࡘ

ᖹᡂࡶࢀ 13 ᖺᗘࡽኚࠋ࠸࡞ࡀ 
   

࣭࣭⚟ᓥᏛࡿࡅ࠾ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥά⏝᪉㔪��
�
ձࡢࢺ࣮ࢣࣥᮏ᮶ࡢ㊃᪨௨እࡢ┠ⓗ࡛ࢆࡇࡿࢀࢃ㑊ࠊࡵࡓࡿࡅಶࡢࠎᤵᴗࡈ

'(ࠊእὀ㸧࡚ࡍࡣ㞟ィ࢝ධࢱ࣮ࢹ㸦ࡋࡇࡍ㏉ࡳࡢ⪅ᤵᴗᢸᙜࡣ㞟ィࡢ ࣉ

�ࠋ࠸࡞ࢃᢅࢆࢱ࣮ࢹࡢࡑࡶ࡛⧊⤌ࡿ࡞࠸ࠊࡵࡌࡣࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟ
�
ղᏛ࡚ࡋᩍ⫱ᨵၿࡣࡵࡓࡴ⤌ࡾྲྀఱࢱ࣮ࢹࡢࡽศᯒࡣྍḞ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶

ࡢࡑࠋࡍウ᳨ࡢᏛࡣ࡚࠸ࡘᯝ⤖ࡢࡑࠊࡋࢆ㞟ィ࡛⩌┠⛉ࡓࡋ♧⾲ูࠊ࡛

㝿୍ࡀࢬࢧࢫࣛࢡࠊ᱆௨ෆࡢᤵᴗࡣ㞟ィࡽ㝖እࠊࡓࡲࠋࡿࡍᤵᴗ⛉┠ࡀ≉ᐃ࡛

�ࠋࡍࡎࡣࡽ⾲බࡣ࡚࠸ࡘࢫ࣮ࢣࡿࡁ
�
ճ⮬⏤グ㏙ෆᐜࠊࡣ࡚࠸ࡘಶࡢࠎᤵᴗᢸᙜ⪅ࡀཧ⪃ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡁࡍබ⾲ࡋࡣ

�ࠋ࠸࡞
�

㸦ࠗ ᖹᡂ ��ᖺᗘ⚟ᓥᏛ )' �����άືሗ࿌᭩࠘ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 㡫㸧�
  

௨ୖࡢ᪉㔪ࡢୗࠊ⚟ᓥᏛࡿࡅ࠾ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝྛࠊࡣ࡚࠸ࡘᤵᴗᢸᙜ⪅ࡢ

㏉༷ࢆᇶᮏࠊࡶࡘࡘࡋඹ㏻ᩍ⫱㸦ඹ㏻㡿ᇦ࣭⮬ᕫࣥࢨࢹ㡿ᇦ㸧ࡢ⛉┠⩌ู㞟ィࠊཬࡧ

ᑓ㛛ᩍ⫱ࡢᏛ㢮ู㞟ィྛࠊࡀᖺᗘࠗࡢ⚟ᓥᏛFDࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືሗ࿌᭩࠘ᥖ㍕࡚ࢀࡉ

࡞ⓗྜ⥲ࠕࡢᤵᴗࠊࡣࡽᯝ⤖ࡢᖺẚ㍑⤒ࡓࡋࡶࢆ㞟ィ⤖ᯝࡢࡳ῭⾲බࡽࢀࡇࠋࡓࡁ

‶㊊ᗘࠖホ౯ࡢࢺ࣏ࣥ⥅⥆ⓗࠊ➼᪼ୖ࡞Ꮫ࡞ࣈࢸࢪ࣏࡚ࡋᡂᯝࢆぢ࡚ྲྀࡀࡇࡿ

࡛ୖࡍ♧࡚ࡋࢱ࣮ࢹࢆᡂᯝࡢᩍ⫱ᨵၿࡿࡅ࠾Ꮫయࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋ㸦㈨ᩱ㸯㸧ࡿࡁ࡛

㛗ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡢ⾜⌧ࡿࡍㄪᰝ࡚࠸⏝ࢆタၥ୍ྠᮇྠࢆ┠⛉ࡢ࡚ࠊࡶ

ᡤࠊࡣᚋࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡁࡃ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡶ 

� ᪉ࠊ⚟ᓥᏛࡿࡅ࠾ᤵᴗࠊࡣࢺ࣮ࢣࣥ㛤ጞࡽ 10 ᖺవࡓ࠼ᩘࢆࡾ⌧ᅾࣜࢿ࣐ࣥࠊ

ࡢࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡸ㊊ᑐࡿࡍㄢ㢟ࡶᢪࠋࡿ࠸࡚࠼ᩍ⫋ဨཬࡧᏛ⏕ࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࠊ

㹄㹂ྜᐟ◊ಟ᳨࡛ࡢウ⤖ᯝࠊࡣࡽᩍဨᏛ⏕ࡢ᪉ࡀࢺ࣮ࢣࣥࠊࡽከࡿࡂࡍࡢ

‶ࡀᐤࢺ࣮ࢣࣥࡢ⾜⌧ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡏᐇᅇᩘࡀᑡࡠࡽ࡞ປຊࢆకࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺

ࡿࡵồࢆどྍࡢᨵၿ⤖ᯝࠊࡸ⏝άࡢᩍ⫱ᨵၿࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊྠࠋࡿ࠼ఛࡀ

ኌࠊࡀᩍဨᏛ⏕ࡣࡽࡉࠊእ㒊ホ౯ࡸ┘┘ᰝࡢሙ࡚࠸࠾ᣲࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ㸦㈨ᩱ㸰ཬ

ࠊࡣ᪉ᘧࡿࡍࡳࡢᩍဨᮏேࢆ㇟ᑐࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢᤵᴗホ౯⤖ᯝࠊ࠾࡞ࠋ㈨ᩱ㸱㸧ࡧ

Ꮫẚ㍑ࡶ࡚ࡋᑡᩘὴᒓࠋࡿࡍᖹᡂ 23 ᖺᗘᩥࡢ㒊⛉Ꮫ┬ㄪᰝࠕᏛࡿࡅ࠾ᩍ⫱ෆᐜ➼

ࡿࡍࡳࡢᩍဨᮏேࠊ࡚࠸ࡘබ⾲⠊ᅖࡢᤵᴗホ౯⤖ᯝࠊࡣ࡛࡚ࠖ࠸ࡘ➼ᨵ㠉≧ἣࡢ

Ꮫࡣయ࡛ 22㸣ࠊᅜ❧Ꮫ㝈ࡶ࡚ࡗ  ࠋ㸦㈨ᩱ㸲㸧ࡓࡗ࠶22%࡛

Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣᙜヱᤵᴗᑐࡿࡍほⓗࠕ࡞ឤ࡛ࠖ࠶

⌮㸦ୗࡿ࠶࡛ࡾㄗࡣࡇࡿࡍど୍ྠࡕ┤ಶே⬟ຊホ౯ࡿࡍᑐᩍဨࢆࢀࡑࠊࡾ 2010

ࠕࠗ Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯࠘ㄪᰝࡢά⏝ࡿ࠼⪄ࢆ 8ࠖ9 㡫ࠊᮾᏛ㧗➼ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭ⦅ࠗᏛ⏕

࠼ࡲ㋃ࢆᛶ⬟ྍࡿࡍࡁṌࡾ⊃ࡀ➼್ᩘࡢ㊊ᗘ‶ࠋᅾ࠘ᮾᏛฟ∧㸧⌧ࡢᤵᴗホ౯ࡿࡼ

࡛ࡁࡿࡍุ᩿ៅ㔜ࠊࡣ࡚࠸ࡘྰࡁࡍ⾲බᚊ୍ࢆ㞟ィ⤖ᯝࡢ┠⛉ಶูࠊࡿ

ࡲ㧗ࡢせồࡿࡍᑐࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡿࡅ࠾Ꮫෆእࠊࡋࡋࠋ࠺ࢁ࠶

࡚ࡵṆࡅཷᦸ┿ࢆኌࡢ⏕Ꮫࡓࢀࡽࡏᐤࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡀᏛࡸᩍဨࠊࡿ࠼ࡲ㋃ࢆࡾ

⪄ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀᕤኵ࡞ⓗ⧊⤌ࡢࡵࡓࡃ࠸࡚࠼ఏᏛ⏕ഃ࡚᪉ἲࡢࡽఱࠊࢆࡇࡿ࠸

 ࠋࡿࢀࡽ࠼

 
㸱㸬ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕ㸦௬⛠㸧ࠖ �࡚࠸ࡘᑟධࡢ

� ௨ୖ࡞࠺ࡼࡢᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥᐇᅇᩘࡢࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ᪉ἲࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺᗘࡼ

ཧࡶ➼⤌ྲྀࡢᏛࡿࡍᑐㄢ㢟ࡢᵝྠࠊ࡚࠸࠾ሙࡢᩍ⫱⏬ጤဨጤဨ㛗㆟ࠊࡾ

ࢣࣥ㸯㸧ᤵᴗࠊࡣ࡛࡞ࡢ㆟ㄽࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࡁ࡚ࡵ㐍ࢆ㆟ㄽࡢ⟇ᑐᛂࠊࡽࡀ࡞ࡋ↷

ࢆᅜෆእࡣ࡚࠸ࡘపୗࡢ㉁ࡢ⟆Ꮫ⏕ᅇࡸపୗࡢᨵၿពḧࡢᩍဨࡿࡼࣜࢿ࣐ࣥࡢࢺ࣮

ၥࡎࢃᏛྠࡶ࡚࠸࠾ᵝࡢㄢ㢟ࢆᢪࠊࡇࡿ࠸࡚࠼㸰㸧࡞࠺ࡼࡢࡇㄢ㢟ࡢᑐᛂ⟇

ᤵᴗᨵၿࡓࡲ㸱㸧ࠊࡇࡿ࠸࡚ࡁฟ࡚ࡀࡿࡍ⾜⛣㝸ᖺᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡚ࡋ

ࢀࡑࠊࡶࡿࡵồࢆࢺ࣓ࣥࢥࡓ࠼ࡲ㋃ࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥᩍဨഃࡣ࡚࠸ࡘどྍࡢ

Ꮫࡀ⤌ྲྀࡿࡍ⏝άඹ᭷ࡢᩍ⫱ᨵၿᡭἲࠊ࡚ࡋసᡂࢆ㞟ࡓࡋ✚㞟ࢆࢺ࣓ࣥࢥࡢࡽ

ᓥ⚟ᐇ㝿ࠊࡓࡲࠋ㸦㈨ᩱ㸳㸧ࡓࡁ࡚ࢀࡉࡽ᫂ࡀ࡞ࠊࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ㐍࡚࠸࠾

Ꮫࠊ࡚࠸࠾ᤵᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᐇ㉁ⓗ࡞ᤵᴗᨵၿάࠊࡶ࡛࠼࠺ࡃ࠸࡚ࡋẖ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ

ࡿࡍᐇ㞟୰ⓗࢆホ౯࣭ศᯒࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺⾜ࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡚࠸ࡘ┠⛉ࡢ࡚

ᖺᗘࡢࡑࠊ⤖ᯝࢆ㋃࡚࠼ࡲᨵၿ⟇ࢆ⏬ࠊࡋᐇ㝿ࡢᤵᴗࡍ⏕ᖺᗘࢆศࡿࡅࡀ⌧ᐇ

ⓗ࡛ࡢࠊࡿ࠶ពぢࡀฟ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᩍ⫱⏬ጤဨጤဨ㛗㆟ࡿࡅ࠾ᤵ

ᴗࢺ࣮ࢣࣥ㛵ࡿࢃ㆟ㄽࢆ㋃ࠊ࡛ୖࡓ࠼ࡲ௨ୗࡢ㏻ࠊࡾᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇࣇࠕ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮  ࠋ࠸ࡓࡋᥦࢆᑟධࡢ



ձձᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇ࡚࠸ࡘ 

� ࡿ࠸࡚࠼⟆ࢺ࣮ࢣࣥࡢࡃከࠊࡣ‶ࡿࡍᑐࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡢࡽ⏕Ꮫࠊ࡚ࡌ⥲

ࡽ࠼⪄࠸ࡁࡀࢁࡇࡿࡼࡇࠊ࠸࡞࠼ぢࡀࡢࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘᨵၿࡎࡽࢃࡶ

ᑐᛂ࡚ࡗࡼ㍍ῶࡸ⌮ᩚࡢయࢺ࣮ࢣࣥ⏕Ꮫ୍➨ࠊࡣ࡚ࡋᑐ‶࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀ

ࠊࡣ㛗ᡤࡢ࣒ࢸࢫࢩ⾜⌧࠺⾜タၥ୍࡛ྠ࡚ࡋᑐ┠⛉ᮇྠࠊ᪉ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ

ᚋࡶάࡃ࠸࡚ࡋᚲせࢆࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀ㋃ࡢ࡛ୖࡓ࠼ࡲᥦྠࠊ࡚ࡋᮇ⛉┠

ᑐ୍ྠ࡚ࡋタၥ࡛⾜࠺Ꮫⓗ࡞ᤵᴗࡣ࡚࠸ࡘࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇ㸦๓ᮇ࣭ᚋᮇ࣓ࢭྛࡢ

࠼ࡲ㋃ࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࡢ๓ᖺᗘࠊᖺᗘࡿࡍᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡞Ꮫⓗᮎ࣮ࢱࢫ

ࢆᖺᗘ࠸࡞ࡋᐇࡣࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡞Ꮫⓗ࡚ࡋ๓ᥦࢆࡇࡴ⤌ࡾྲྀᤵᴗᨵၿࡓ

ẖࡀ⪅ᤵᴗᢸᙜࡧཬࠊ┠⛉㝸ᖺ㛤ㅮࠊ㝿ࡢࡇࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍ㸧ࡍ㏉ࡾ⧞

ᖺᗘධࠊ➼┠⛉ࡿࢃ᭰ࢀ㝸ᖺᐇ࡛ࡣᣠࠊࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉࠸࡞ࡁ࡛ࡢࡇࡿࡆୖ࠸Live 

CampusࡢWEBࢺ࣮ࢣࣥᶵ⬟ࢆά⏝ࡢ➼ࡿࡍ᪉ἲࠊ࡚Ꮫⓗ࡞ᤵᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᐇ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᑐᛂಶูࡶ࡚࠸ࡘᖺᗘ࠸࡞ࡋ

㝸ᖺᐇࡢᑟධࡣᖹᡂ 28 ᖺᗘ௨㝆ࡀᐃࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࢀࡉᏛⓗ࡞ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ

ᖹᡂࠊ࡚࠸ࡘ 27 ᖺᗘࡣᚑ᮶㏻ࡾᐇࠊࡀࡿࡍᖹᡂ 28 ᖺᗘࡣᮍᐇࠊࡋ௨㝆ྠࠊᵝࡢ

ࠊ࡚࠸ࡘᖺᗘ࠸࡞ࡋᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡞Ꮫⓗࠊࡣᮏᥦ࠾࡞ࠋࡍ㏉ࡾ⧞ࢆࣝࢡࢧ

ಶูࡢᤵᴗࡸᏛ㢮࣭ᑓᨷࡢ⏬࡚࠸࠾ᚲせ࡞ᤵᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᐇࢆࡇࡿࡍጉࡶࡿࡆ

࣮ࢣࣥ⫱㸦ඹ㏻ᩍࢺ࣮ࢣࣥᏛࡢࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋ⏝ࢆᤵᴗ㛫ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ

ࡏేࢆ⟇ᑐࡢ➼ࡿࡍᐇ࡚ࡋ㞟୰ᖺᗘ࠸࡞ࡋᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡶ࡚࠸ࡘ㸧➼ࢺ

࡚᥇ࠊ࡛ࡇࡿᏛ⏕ࢺ࣮ࢣࣥࡢᅇ⟅ᑐࡿࡍ㈇ᢸࢆศᩓࡀࡇࡿࡏࡉᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ 

 
ղࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕ㸦௬⛠㸧ࠖ  ࡚࠸ࡘᑟධࡢ

� ᪉ࠊᤵᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥ㝸ᖺᐇࠊࡣ࡛ࡳࡢࡿࡍᤵᴗࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢࢺ࣮ࢣࣥ

ᑐࡿࡍᏛෆእࡢࡽせồࡢ㧗ࡾࡲᛂࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣࡇࡓ࠼ᩍဨࡸᏛࡀᤵᴗࢣࣥ

ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀࡳ⤌ࡢࡵࡓࡿࡍどྍࢆࡇࡿ࠸࡚ࡵṆࡅཷᦸ┿ࢆᯝ⤖ࡢࢺ࣮

ࣇࠕࡓࡵࡲࢆᑐᛂࡢᤵᴗ⪅ഃࡿࡍᑐࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊ࡚ࡋ⟇ᑐᛂࡿࡍᑐㄢ㢟࡞࠺

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ ๓ᖺࠊࡣලయⓗࠋ࠸ࡓࡋᥦࢆࡇࡿࡍᑟධࡓ᪂ࢆ

ᗘᐇࡓࡋᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࡽᤵᴗ⪅ഃࡀᢤ⢋ࡓࡋෆᐜ㸦㑅ᢥᘧタၥࡢ㞟ィ⤖ᯝࠊ⮬

⏤ᅇ⟅ྍࡶ࡛ࢀࡎ࠸ࡢ㸧ࢀࡑࠊᑐࡿࡍᤵᴗ⪅ഃࡸࢺ࣓ࣥࢥࡢᤵᴗᐇ㊶ࡿࡅ࠾ᕤኵࢆᥖ㍕ࡋ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࠊࡀࡢࡶࡓ ࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࡢࡇࠋࡿ࡞ෆᐜࡢ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏ ࡘᣢࡅཷࢆᤵᴗࠊᖺᗘෆ࠸࡞ࡋᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡾࡓᙜసᡂࡢ

࡚ࡢᩍဨᑐࠊ࡚ࡋᩍဨ⮬ࡀࡽ㑅ᢥ᭱ࡓࡋప㸯⛉┠ࡢᢸᙜ⛉┠ࢆᑐ㇟ࠊḟ㡫ࣇࡍ♧

 ࠋࡿࡍົ⩏ࢆᥦฟࡢᤵᴗᐇ㊶⤂ࡓ࠸ᇶ࡙ࢺࢵ࣐࣮࢛

࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࠊࡀࡇࡿࡍ㛫࡛ඹ᭷ࡢᏛෆᵓᡂဨࠊࡋ✚㞟ࢆᤵᴗᐇ㊶⤂࡞࠺ࡼࡢࡇ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏ ᑟධࡢ┠ⓗ࡛ࠋࡿ࠶ලయⓗ࡞ඹ᭷ࡢ᪉ἲࠊࡣ࡚ࡋᏊయ࡚ࡋᩍဨ㓄ᕸ

ࢆࢻ࣮ࣟࣉࢵࡢ࣒ࢸࢫࢩ࡞⬟ྍࢫࢭࢡࡳࡢࡽᏛෆࡧཬࠊ㓄ᯫࡢᅗ᭩㤋ࠊࡶࡿࡍ

㏻࡚ࡌᏛ⏕ࡶࡽ㜀ぴྍ⬟ࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࠊࡓࡲࠋࡿࡍ㸦௬⛠㸧ࠖ ᨵࡓࢀࡉ✚

ၿᡭἲࠊࡣ࡚࠸ࡘㄢ㢟ูࡢศ㢮࣭ศᯒᇶ࡙ࡓ࠸ᤵᴗᨵၿ TIPS ࡿࡍ㛵ᤵᴗᨵၿࠊࡸసᡂࡢ

㆟ࡸ᠓ㄯ࡛ࡢᑐヰࡢᮦᩱࠊྛ➼ࡿࡍ ࡢ✀ FD άືࡢሙࡿࡅ࠾㸰ḟ⏝ࡶᐃࠋࡿࢀࡉඛ

㏙ࡢ㏻ࠊࡾ⚟ᓥᏛయࡢ࡚ࡋᤵᴗ‶㊊ᗘୖྥࡣഴྥ࡞ࣈࢸࢪ࣏ࡽࢀࡇࠊࡀࡿ࠶ᡂᯝࡶࢆ

࣮ࣇࠕࠊࡶ࡚ࡋ㈨ᩱ࡞ᇶ♏ⓗࡢࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋඹ᭷ࠊࡋ㉳ࡾ᥀ࢆᨵၿࡸᕤኵࡢಶูᤵᴗࡍࡽࡓ

㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ  ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛࠸ࡁࡣᙺࡍࡓᯝࡀ

� 㸦௬⛠㸧ࠖࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕ ࠊࡏࢃ࠶㝸ᖺᐇࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡣᑟධࡢ

ᖹᡂ 28 ᖺᗘ௨㝆ࡀᐃࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࢀࡉ๓ᖺᗘࡢᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࢆ㋃ࡓ࠼ࡲᤵᴗ

ᐇ㊶⤂ࠊ࡚࠸ࡘᖹᡂ 28 ᖺᗘ๓ᮇ୰ࡢᥦฟྛࢆᩍဨ౫㢗ࠊࡶࡿࡍᥦฟࡓࢀࡉᤵ

ᴗᐇ㊶⤂ᇶ࡙ࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࡓ࠸㸦௬⛠㸧ࠖ ᖹᡂࢆ 28 ᖺᗘᚋᮇ୰సᡂ

ࢺ࣮࣏࣭ࣞࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࠕࠊᥦฟ౫㢗ࡢᤵᴗᐇ㊶⤂ࠊ࠾࡞ࠋࡿᅗࢆඹ᭷ࡢᏛෆ࡛ࠊࡋ

㸦௬⛠㸧ࠖ  ࠋࡿࢀࡉᐃࡀࡇ࠺⾜࡚࠸࠾ᩍ⫱⏬ጤဨࠊࡣసᡂࡢ

 

࣭ᤵᴗᐇ㊶⤂ࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇࡢ㸦㸧 

ᩍဨẶྡ㸸 ᡤᒓ㸸 

⛉┠ྡ㸸 

ᤵᴗࠊࡸ࠸ࡽࡡࡢᐇ㊶ࡢ࡚ࡗࡓ࠶▱ᜨࡸᕤኵ 

 

 

 

 

ཷㅮᏛ⏕ࡢኌ㸦ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࡽ㸧 

 

 

 

 

Ꮫ⏕ࡢᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ࡚࠸ࡘᛮࡇ࠺㸦ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࢆ㋃ࡓ࠼ࡲᨵၿ⟇➼㸧 

 

 

 

 

ͤᩥ㔞ࡣไ㝈ࡓࡲࠋ࠸࡞ࡋᤵᴗ࣭࠸ࡽࡡࡢ▱ᜨ࣭ᕤኵࠊࡣ࡚࠸ࡘࡢᇳ➹῭㈨ᩱࡢࡽ㌿㍕ࠋࡿࡍྍࡶ 

 

㸲㸬ࡢࡑ᳨ࡢウㄢ㢟㸫ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥά⏝᪉㔪ࡢศᶒ㹕㹃㹀ᐇ᳨ࡢウ�

� ࣮ࢣࣥᤵᴗ࡞ヲ⣽࡚ࡌᛂᚲせࡀᑓᨷࡸᏛ㢮ྛࠊࡣ࡚࠸ࡘࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡢࡑ

⦼ᡂࠊࡸࡇࡿࡍศᶒ࣭ᙎຊࢆά⏝᪉㔪ࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࢆศᯒࡢࢺ

ࢺ࣮ࢣࣥグྡᘧᤵᴗࡢࡵࡓࡿࡍศᯒ࡚ࡅࡧ⤖ࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗᏛಟᒚṔࡢ➼ࢱ࣮ࢹ

ࡢࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㛵㐃ࡶࢺ࣮ࢣࣥグྡᘧᤵᴗࡧཬࠊᑟධࡢ WEB ࠊࡀᖺᗘ᮶ࡢㄢ㢟

ཬࠊศᯒࡢᡂᯝࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡿ࡞᭦ࠊࡣ࡚࠸ࡘㄢ㢟ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉṧ࡚ࡋ

 ࠋ࠸ࡓࡋᥦࢆ⟇ᑐᛂ࡚ࡵᨵࠊ࡛࠼࠺ࡓࡵ㐍ࢆㄪᰝࡢྥືࡿࡅ࠾Ꮫࡧ



㈨ᩱ㸯㸬ᤵᴗࠕࡿࡅ࠾ࢺ࣮ࢣࣥ⥲ྜ‶㊊ᗘࠖࡢᖹᆒホ౯ࡢࢺ࣏ࣥ᥎⛣�

�

࣭ᤵᴗࡢ⥲ྜⓗ࡞‶㊊ᗘࢆ � ẁ㝵࡛ホ౯ࡿࡍタၥ࡛ࠊᖹᆒホ౯ࡢࢺ࣏ࣥ⤒ᖺẚ㍑ࡗ⾜ࢆ

ࠋྠࡿ࠶࡛⾲ᅗࡢ௨ୗࡀࡢࡶࡓ タၥࠊࡣᖹᡂ �� ᖺᗘ௨㝆୍ࠊ ㈏࡚ࡋㄪᰝ⚊ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡲྵ

ඹ㏻ᩍ⫱యࠊᑓ㛛ᩍ⫱య࡛ࠊࡣᖹᆒࡀࢺ࣏ࣥḟ➨ࡿࡍ᪼ୖഴྥࡓࡲࠋࡿ࠶ඹ㏻

ᩍ⫱ࡢᖹᆒࠊࡀࢺ࣏ࣥᑓ㛛ᩍ⫱ࡢᖹᆒ್ୖࡽࡀ࡞ࡎࢃࢆᅇࡿഴྥࠋࡿ࠶�

�

�

�

�

�

�

�

๓ᮇ 㻴㻝㻟๓ 㻴㻝㻠๓ 㻴㻝㻡๓ 㻴㻝㻢๓ 㻴㻝㻣๓ 㻴㻝㻤๓ 㻴㻝㻥๓ 䠤㻞㻜๓ 㻴㻞㻝๓ 㻴㻞㻞๓ 㻴㻞㻟๓ 㻴㻞㻠๓ 㻴㻞㻡๓
ඹ㏻ᩍ⫱ 㻟㻚㻥㻞 㻟㻚㻤㻟 㻟㻚㻥㻝 㻟㻚㻥㻥 㻠㻚㻜㻢 㻠㻚㻜㻥 㻠㻚㻝㻢 㻠㻚㻟㻟 㻠㻚㻠㻝 㻠㻚㻠㻜 㻠㻚㻠㻠 㻠㻚㻠㻥
ᑓ㛛ᩍ⫱ 㻟㻚㻥㻝 㻟㻚㻥㻝 㻟㻚㻤㻣 㻟㻚㻥㻠 㻟㻚㻥㻡 㻠㻚㻜㻢 㻠㻚㻝㻣 㻠㻚㻟㻜 㻠㻚㻟㻠 㻠㻚㻟㻡 㻠㻚㻟㻥

ᚋᮇ 㻴㻝㻟ᚋ 㻴㻝㻠ᚋ 㻴㻝㻡ᚋ 㻴㻝㻢ᚋ 㻴㻝㻣ᚋ 㻴㻝㻤ᚋ 㻴㻝㻥ᚋ 㻴㻞㻜ᚋ 㻴㻞㻝ᚋ 㻴㻞㻞ᚋ 㻴㻞㻟ᚋ 㻴㻞㻠ᚋ 㻴㻞㻡ᚋ
ඹ㏻ᩍ⫱ 㻟㻚㻤㻠 㻠㻚㻜㻞 㻠㻚㻜㻢 㻠㻚㻜㻡 㻠㻚㻜㻣 㻠㻚㻜㻡 㻠㻚㻞㻞 㻠㻚㻞㻝 㻠㻚㻟㻥 㻠㻚㻡㻟 㻠㻚㻠㻣 㻠㻚㻠㻤 㻠㻚㻡㻟
ᑓ㛛ᩍ⫱ 㻟㻚㻥㻤 㻟㻚㻥㻠 㻠㻚㻜㻠 㻟㻚㻥㻢 㻟㻚㻥㻟 㻠㻚㻜㻞 㻠㻚㻝㻜 㻠㻚㻞㻡 㻠㻚㻟㻝 㻠㻚㻟㻡 㻠㻚㻟㻣 㻠㻚㻠㻡

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60
๓ᮇ

ඹ㏻ᩍ⫱

ᑓ㛛ᩍ⫱

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60
ᚋᮇ

ඹ㏻ᩍ⫱

ᑓ㛛ᩍ⫱

㈨ᩱ㸰㸬ࢺ࣮ࢣࣥᐇᅇᩘᨵၿ⤖ᯝྍࡢど㛵ࡿࢃᩍဨ࣭Ꮫ⏕ࡢኌ�

�

ձձᩍဨഃࢺ࣮ࢣࣥ⾜⌧ࡢࡽᑐࡿࡍពぢ࣭ឤ 

࣭௨ୗࠊᯈᶫᏕᖾ ព㆑ㄪᰝࠖࠗࡢᩍဨࡿࡍ㛵ࠖࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠕࠕ2011 ⚟ᓥᏛ⥲ྜᩍ⫱

➨⣖せ࣮࠘ࢱࣥࢭ✲◊ 10 ᩍࡿࢃ㛵どྍࡢᨵၿ⤖ᯝ㈇ᢸᨵၿࡢࢺ࣮ࢣࣥࠊࡾࡼྕ

ဨഃࡢពぢࢆᢤ⢋ྠࠋㄽ⪃࡛ࡣ 2010 ᖺ㸯᭶ᐇࡢᩍဨᑐ㇟ࠕࠕࢺ࣮ࢣࣥᩍ⫱ᨵၿࡓࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⤂ࡀᯝ⤖ࡢࠖࡡࡎࡓ࠾ࡿࡍ㛵ࠖࢺ࣮ࢣࣥ⏕Ꮫࡢࡵ
 ࡿࡂࡍከࡀࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭ᩘㄪᰝ࠸ࡼࡶ࡚ࡃ࡞ࡋ 
࣭ẖᖺࡿࡸᚲせ࠸࡞ࡣ�  
࣭ᨵ㠉ㄽ㆟ࡵࡓࡢ⏝࡛ࡁࡍ࠺ࡼࡿࡁ 
࣭⤖ᯝࡢබ⾲ 
࣭ᩍဨྥࡅㄪᰝࢆ㢖⦾ࡁࡿࡸ 
࣭ᩍဨࡀグධ⪅ㄝ᫂ࡣࡃࡋࡶㄽࡿࡍᶵࢆಖ㞀ࡁࡍ� � � � � � � � �  ࡞

 
ղᏛ⏕ഃࢺ࣮ࢣࣥ⾜⌧ࡢࡽᑐࡿࡍពぢ࣭ឤ 

࣭௨ୗ2011ࠊ ᖺᗘࡢ㹄㹂ᐟἩ◊ಟ࡛ฟࡓࢀࡉᏛ⏕ࡢࡽᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥᑐࡿࡍពぢࡢ୰

ࠊ࠾࡞ࠋᢤ⢋ࢆពぢࡢᩍဨഃࡿࢃ㛵どྍࡢᨵၿ⤖ᯝ㈇ᢸᨵၿࡢࢺ࣮ࢣࣥࠊࡽ

2011 ᖺᗘࡢ㹄㹂ᐟἩ◊ಟࠕࡣ⚟ᓥᏛ࠺ࡣኚࡁࡿࢃ㸽ࠖࢆయ࡚ࡋ࣐࣮ࢸᐇ

 ࠋࡿ࠶࡛⏬ࡓࢀࡉ
 ࡿࢀ⑂࡚ࡂࡍከࡀࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭ᨵၿࠊ࠺ࡓࢀࡉศ࠸ࡃࡾ 
࣭ᩍဨึࡀᅇࡢᤵᴗ࡛ࠊᨵၿࡸᕤኵࢆఏ࠸ࡋ࡚࠼ 
 㸧࠸࡞ࡽࢃࡀពࡿ࠸࡚ࡗࡸ㸦࠸࡞ࡽ࡞ࡵࡓࡢศ⮬㌟⮬ࠊࡣࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ࣭
࣭බ㛤ࡢ᪉ἲࢆᕤኵ࠸ࡋ࡚ࡋ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  ࡞

 
࣭௨ୗࠊᖹᡂ 25 ᖺᗘࡢඹ㏻ᩍ⫱ࢺ࣮ࢣࣥ㸦2 ᖺḟᏛ⏕ᑐ㇟㸧ࡢ⮬⏤グ㏙ពぢࣥࠊࡾࡼ

ࠊྠ࠾࡞ࠋᢤ⢋ࢆពぢࡢᩍဨഃࡿࢃ㛵どྍࡢᨵၿ⤖ᯝ㈇ᢸᨵၿࢺ࣮ࢣ ᵝࡢពぢࠊࡣ

ᖹᡂ 24 ᖺᗘࡢඹ㏻ᩍ⫱ࡢࢺ࣮ࢣࣥ⮬⏤グ㏙ࡶぢࠋࡿࢀࡽ 
 ࡿࡂࡍከࡀࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
 ࡁࡿࡏࡉᯝᫎ⤖ࡢࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
 ࠺ᛮࡔࡁࡿࡵṆࡅཷࡃ㔜ࡋᑡ࠺ࡶࠊࡣᯝ⤖ࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ
࣭ᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥホ౯ࡢ࡚ࡅཷࢆᤵᴗᨵၿࢆᚭᗏࡁࡿࡏࡉ 
࣭ᤵᴗホ౯ࡀࢺ࣮ࢣࣥᫎࡿ࠸࡚ࢀࡉẼ࠸࡞ࡋࡀ� � � � � � � � � � � �  ࡞

 
ᖹᡂࠊࡢࡇͤ 25 ᖺᗘࡢඹ㏻ᩍ⫱ࡢࢺ࣮ࢣࣥ⮬⏤グ㏙ࢆࢺ࣮ࢣࣥࠊࡣᮍᐇ࠶ࡀ┠⛉ࡢ

ᤵࠊูࡣᥦࡢᅇࠋࡓࢀࡽࡏᐤࡀⱞࡢࡿ࠶ࡀ┠⛉࠺⾜ࢆࢺ࣮ࢣࣥࢺࢫࢸࠊࡿ

ᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥ㊃᪨ࢆᨵ࡚ࡵ☜ㄆࠊࡋ⌮ゎࢆᗈࡀࡇࡿࡵᚲせ࡛ࠊྲཱྀࡓࡲࠋࡿ࠶ ㅮᮇ㛫୰Ꮫ

࠸࡚ࡋᐇࡶᅾ⌧ࠋࡓࡗ࠶ᩘ「ࡶኌࡿࡵồࢆᐇࡢࢺ࣮ࢣࣥ୰㛫ࠊ࠺ࡼࡿࢀࡉᫎࡀኌࡢ⏕

ࡿ WEB ࡅࡧࢆ⏝ᣑࠊ࡚࠸ࡘᐇ㸧࡛┠⛉ࡿࡍᕼᮃࡀ㸦ᩍဨഃࢺ࣮ࢣࣥ୰㛫ࡢ࡛

ࡍ⤂ࡢᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡢ㐣ཤࠊ࡚࠸࠾ᤵᴗࡢಶูࠊࡢࡑࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀᑐᛂࡢ➼ࡿ

 ࠋ࠺ࢁ࠶ᑐᛂ࡛ࡁࡿࡵ㐍ูࡣᥦࡢᅇࠊࡶࡇࡍಁ࠺ࡼࡿ



㈨ᩱ㸱㸬እ㒊ホ౯ཬࡧ┘┘ᰝࡿࡅ࠾ᤵᴗホ౯ࡢ࡚࠸ࡘᣦᢤ⢋�

 
ᖹᖹᡂ㸯㸷ᖺᗘ� እ㒊ホ౯ 
࡛ࢇ㐠࠺ࡼࡿࡁᏛෆ࡛බ㛤࡛ࡶࡃ࡞ᑡࠊࡣ࡚࠸ࡘࢥࢫࡢಶูᩍဨࡓࡗ࡞ࡽᤵᴗホ౯࡛᫂ࠕ

ࡓࡁ࠾ࡀၥ㢟࡞้῝࡛ࢀࡑࠊࡋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࡍᏛ࡛Ꮫෆබ㛤ࡢࡃከࠋ࠺ᛮࡔࡁࡿࢀ⾜

ᑐࢀࡑࡸಶேពぢࡢ⏕Ꮫࡿࡍ㛵ᤵᴗࠊሙྜࡢᏛࡿ࠸࡚ࡋබ㛤ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞⪺ࢇࡣヰ࠺࠸

ࡋᣑᩍᖌࡢ㠀ᖖࢆ㇟ᑐࡢホ౯ࠊ࡚࠼ຍࡇࡢ௨ୖࠋࡿ࠸࡚ࡋබ㛤࡚ࡋ⾜ేࠊࡶᡤぢࡢᩍဨࡿࡍ

ࡋ㢌㉺ࡽࡉᩍ⫱ホ౯ࡀࢀࡑࠊࡣࡢ࠸ࡁၥ࡛ࡿࡍ㛵㹄㹂ࡸᤵᴗホ౯ࠋ㸦❧ᩍᏛ㸧ࡿ࠶ࡶࡿ࠸࡚

࡞ࡃ࡞ࡣᢠࡶබ㛤ࠊࡤࢀ࠸࡚ࢀࡉᡶᣔࡀࢀࡑࠊࡀࡔᝨ࠺࠸࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘᩍဨホᐃࡢ

 ࠖ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ
 
㹆㸰㸰ᖺᗘ� ┘┘ᰝ 
࠺࠸ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⏝ά᭷ຠᏛⓗࡶ࡚ࡅࢆ⟭ணᡭ㛫࡞⭾ࠊࡵྵࡶ⏕Ꮫࡣᤵᴗホ౯≉ࠕ

ࣥᤵᴗホ౯ࡓࢀࡉᐇ㸰㸰ᖺᗘࠋ࠸࡞ࡁゎ࡛⌮ࡿぢࡽእࠊࡀⅬࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠸࡞ࡋ⏝άࡾࡼ

࠸࠸࡞ࡣࡃከࡀ⟆ᅇ࡞ᐃⓗ⫯ࡿࡍᑐ⏝άࡢᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡽㄪᰝࡢᩍဨࡿࡍ㛵⏝άࡢࢺ࣮ࢣ

࠸࡞ࡋ⏝άࠊࡔࡓࠋ࠺ࢁ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡍ┤ぢࢆ⥆⥅ࡢࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡿ࠼⪄ࢆᐇ࠺

ࠊࡽࡓࡋࡿ࠶ࡀ༴࠺࠸ࡿࢀࡉ⏝ᝏᩍဨホ౯ࠊࡸࡇ࠺ࢆಙ㢗ᛶࡢᤵᴗホ౯ࡢ⏕Ꮫࠊᬒ⫼࠺࠸

Ꮫ⏕ࡸᏛࢆಙ⏝࠸࡞ࡋゝࡢࢺ࣮ࢣࣥࠊ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘࡶࡇ࠺ぢ┤ࡢࡅࡔࡋၥ㢟࡛࠺ࡼ࠸࡞ᛮ

࠼ࡶ⏕Ꮫࡣ࡚ࡋ㛵㒊ᤵᴗ୍ࡢ࡞ᨻᨻ⟇Ꮫ㢮⾜ࡸே㛫Ⓨ㐩ᩥᏛ㢮ࠊࡾ࡞␗ࡣࢀࡇࠊ᪉ࠋࡿ࠼

ດࡿࡍඹ᭷Ꮫ㢮ࠊࡾࡓࡆᗈࡶ┠⛉ᤵᴗࡢࢆ⟇᪉ࡓࡋ࠺ࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡞ࡀᤵᴗᨵၿ࡞ඹⓗࡓ

ຊ࠺⾜ࢆ᪉ࠊࡀᚑ᮶ࡢᶵᲔⓗࡿࡣࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥ࡞ᐇ㉁ⓗ࡛ࡔࡓࠋࡿ࠼⪄࠸࡞ࡣᤵᴗ࣮ࢣࣥ

ᤵࠊࡿ࠼⪄ࡽࡇࡿ࠸ࡶᩍဨࡿ࠸࡚ࡋᨵၿࢆᤵᴗ࡚ࡋ⏝άࢆࢀࡑࠊ࡛ࡇࡿࢀࡉ㏉ᩍဨಶேࡣࢺ

ᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᗫṆࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍಶேⓗᏛ⏕ࡢᤵᴗホ౯ࢆᨵၿࡿࡍ࠺ࡶ⤌ࡾྲྀᩍဨࡢᨭ

ࡀࡇࡿࢀࡉ⾜ヨࡀ⟇᪉ࡿࡍ⟆ᅇ࡛ୖ࣮ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ᥋┤ࡀ⏕Ꮫࡣ㸰㸱ᖺᗘࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࢁ࠶ᚲせ࡛ࡣ

ィ⏬ࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉά⏝ࡀࡇࡍ⏕ࢆᮇᚅࠋࠖࡿࢀࡉ  
 
㹆㸰㸱ᖺᗘ� ┘┘ᰝ 
ࡢᩍဨࡢࠎಶ࡚ࡋ⏝άࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀࠖࢺ࣮ࢣࣥࡢ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕࠕ

ᩍ⫱ຊࡢᗏୖࡧ⤖ࡆ࡚ࡅḧࠋࠖ࠸ࡋ  
 
㹆㸰㸲ᖺᗘ� ┘┘ᰝ 
ࡢᩍဨࡢࠎಶ࡚ࡋ⏝άࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇࡀࠖࢺ࣮ࢣࣥࡢ⏕Ꮫࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᨵၿࠕࠕ

ᩍ⫱ຊࡢᗏୖࡧ⤖ࡿࡅඹࡢࡑᡂᯝࢆඹ᭷࡚ࡋᩍ⫱⤌⧊ࡢ㧗ᗘࢆᐇ⌧࡚ࡋḧࠋࠖ࠸ࡋ  
 
㹆㸰㸳ᖺᗘ� እ㒊ホ౯ 
࠸࡚ࡅࡧ⤖ᨵၿ࡞ⓗ⧊⤌ࠊෆᐜᨵၿࡢ⫱ᩍࡢࠎ᪥ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔㄪᰝ࡞⮬⊃ࠊࡣド᳨ࡢᏛ⩦ᡂᯝࠕ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡁࡿࡵ㐍ࢆ⏝άࡢᤵᴗホ౯ࢱ࣮ࢹ⦼ᡂࠊࢀධど㔝ࡶࢺࢫࢥࠊࡣࡵࡓࡃ  
 
㹆㸰㸴ᖺᗘ� ┘┘ᰝ 
ࡣᮏᏛ࡛ࠕ FD ࡢᩍဨಶேࠊࡾࡼ᪉㔪ࡢࡽ㛤ጞࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࠊࡣᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗࡢࡵࡓࡢ

ࡋᯝ⤖ࡓࡵࡲࡾᏛ㢮ẖࡸ⩌┠⛉ࠊࡎࡽࢃ㛵ࡶࡿࡍᏑᅾࡀࢱ࣮ࢹࠊࡾ࠶࡛ࡳ⤌ࡿࢀࡉ㑏ඖࡳ

ᨵࡸᐇࡢ⟇ᨵၿࡶ࡚ࡗ㝈ᤵᴗࡢࠎಶࡓࡲࠊࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀウ᳨࡞ⓗ⧊⤌ࠊࡵࡓ࠸࡞ࡁ࡛⏝

ၿᚋࡢᏛ⏕ࡢᛂࡢᢕᥱࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ᫂☜࡛ࠊ➼ࡿ࠶ᩍ⫱ࡢ㉁ࢆ㧗ࡿࡵ PDCA ༑ศࡀࣝࢡࢧ

ᶵ⬟ࡣࡿ࠸࡚ࡋឤࠋ࠸࡞ࢀࡽࡌᤵᴗࢆࢺ࣮ࢣࣥᩍ⫱ࡢ㉁ࠊࡣࡵࡓࡿࡆ࡞ࡘୖྥࡢಶࡢࠎᤵᴗ⛉

ࠋࠖࡿࢀࡉᮇᚅࡀᵓ⠏ࡢ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍඹ᭷ⓗ⧊⤌ࢆホ౯⤖ᯝࡢ⏕Ꮫࡿࡍᑐ┠  
 

㈨ᩱ㸲㸬ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ� ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ㄪᰝࠕᏛࡿࡅ࠾ᩍ⫱ෆᐜ➼ࡢᨵ㠉≧ἣ➼࡚࠸ࡘ �ࠖ

 
 ヱᙜ㸧ࡢࡶࡓࡅࡘࢆࠐࡣᐇ≧ἣ㸦ͤ⚟ᓥᏛࡢᤵᴗホ౯ࡿࡼ⏕Ꮫیی

 

 

 
 ヱᙜ㸧ࡢࡶࡓࡅࡘࢆࠐࡣබ⾲⠊ᅖ㸦ͤ⚟ᓥᏛࡢᤵᴗホ౯⤖ᯝی

 

 

ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య
䠽㻌Ꮫ㒊 㻣㻟 㻣㻣 㻡㻟㻢 㻢㻤㻢 㻤㻡㻑 㻥㻡㻑 㻥㻝㻑 㻥㻝㻑
䠾㻌◊✲⛉ 㻞㻤 㻞㻝 㻝㻝㻤 㻝㻢㻣 㻟㻟㻑 㻞㻢㻑 㻞㻜㻑 㻞㻞㻑
䠿㻌୍㒊Ꮫ㒊 㻝㻜 㻞 㻝㻞 㻞㻠 㻝㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑
䡀㻌୍㒊◊✲⛉ 㻞㻡 㻢 㻟㻡 㻢㻢 㻞㻥㻑 㻣㻑 㻢㻑 㻥㻑
䡁㻌ᮍᐇ 㻝 㻜 㻝㻟 㻝㻠 㻝㻑 㻜㻑 㻞㻑 㻞㻑

ᐇᩘ 䠂

0%

20%

40%

60%

80%

100%

㹟 Ꮫ㒊 㹠 ◊✲⛉ 㹡 ୍㒊Ꮫ㒊 㹢 ୍㒊◊✲⛉ 㹣 ᮍᐇ 

Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ᐇ≧ἣ㸦㸣㸧 

ᅜ❧ 
බ❧ 
⚾❧ 
య 

ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య ᅜ❧ බ❧ ⚾❧ య
䠍㻌Ꮫෆእ䠄ಶே䠇㞟ィ䠅 㻞㻞 㻞㻟 㻝㻜㻡 㻝㻡㻜 㻞㻢㻑 㻞㻤㻑 㻝㻤㻑 㻞㻜㻑
䠎㻌Ꮫෆእ䠄ಶேホ౯䠅 㻝 㻜 㻥 㻝㻜 㻝㻑 㻜㻑 㻞㻑 㻝㻑
䠏㻌Ꮫෆᩍဨ䞉Ꮫ⏕䛾䜏 㻞㻣 㻞㻤 㻞㻟㻞 㻞㻤㻣 㻟㻝㻑 㻟㻡㻑 㻟㻥㻑 㻟㻤㻑
䠐㻌Ꮫෆᩍဨ䛾䜏 㻝㻜 㻤 㻤㻠 㻝㻜㻞 㻝㻞㻑 㻝㻜㻑 㻝㻠㻑 㻝㻟㻑
䠑㻌ᩍဨᮏே䛾䜏 㻝㻥 㻝㻣 㻝㻞㻤 㻝㻢㻠 㻞㻞㻑 㻞㻝㻑 㻞㻞㻑 㻞㻞㻑
䠒㻌බ⾲䛧䛶䛔䛺䛔 㻝 㻝 㻡 㻣 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑

ᐇᩘ 䠂

0%

10%

20%

30%

40%

50%

1 2 3 4 5 6

ᤵᴗホ౯⤖ᯝࡢබ⾲⠊ᅖ㸦㸣㸧 

ᅜ❧ 
බ❧ 
⚾❧ 
య 



㈨ᩱ㸳㸬ࢺ࣮ࢣࣥᐇᅇᩘᨵၿ⤖ᯝྍࡢど㛵ࡿࢃᏛྲྀࡢ⤌�

�

ձձᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥᐇᅇᩘࡢぢ┤࡚࠸ࡘࡋ�

࣭௨ୗࠕࠊᖹᡂ �� ᖺᗘ࣮ࣃࢵࣟ࣋ࢹ࣭ࢸࣝ࢝ࣇ㣴ᡂㅮᗙ㸭㹑㹂࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ㣴

ᡂㅮᗙ 㸦ࠖᖹᡂ ��ᖺ �� ᭶ ��� ᪥ࢨࣛࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊி㒔㸧ࠊ࡚࠸࠾㜰Ꮫᩍ⫱Ꮫ⩦

ᨭࡢ࣮ࢱࣥࢭబ⸨ᾈ❶Ặࡿࡼ◊ಟ㈨ᩱࠕᤵᴗࡢࢺ࣮ࢣࣥぢ┤ࡋά⏝᪉ἲ ࠊࡾࠖࡼ

ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥᐇᅇᩘࡢぢ┤ࡋ㛵ࡿࢃᣦࢆᢤ⢋ࠋ�

�

ᚑ᮶ࡢࢺ࣮ࢣࣥࡢၥ㢟Ⅼ 

࣭ᩍဨ͐ẖᅇᐇࡿࡍ㛫ⓗవ⿱ࠊࡃ࡞ࡣᨵၿࡀࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳࣔࡢୗࠋࡿࡀ 

࣭Ꮫ⏕͐୰㌟ࠋࡿ࡞ࡃⷧࡀពࡀࢺ࣓ࣥࢥࡿ࠶ࡢᑡࠋࡿ࡞ࡃ࡞ 

ᶵᲔⓗࠋࡿ࡞࠺ࡼ࠺⾜ 

 
 ᐇ᪉ἲࡢࢺ࣮ࢣࣥ࠸ࡋ᪂ࡿࡅ࠾Ꮫࢾࣥࢨ࣮࣭ࣟࢫࢫ

࣭࡚ࡢᤵᴗ࡛2ࠊࡃ࡞ࡣ ᖺ 1 ᗘ᭱ప 1 ࡑࠊ࠸⾜ᤵᴗ࡛ࡢ࡚ࠋࡿࡍᐇࡣ┠⛉

ᩍဨࢆࡢࡶ࠺ᛮ࠺ࡼࡋᨵၿ࡚࠼⪄ࢆศ࡛㔜Ⅼ⮬ࠋ⬟ྍࡣࡇࡿࡍࢆᑐᛂࡢ

 ࠋ࠺ࡽࡶ࡛ࢇ㑅

 
࣭ሗࡣᢸᙜᩍဨ㹄㹂ᢸᙜ⪅ࡢᶵᐦ㡯ࠋᏛ㒊㛗➼ࡣぢࠋ࠸࡞ࡏ 

 
࣭࡚ࡢே㸦⤌⧊࣭Ꮫ㛗࣭ᩍဨ㸧ࡢࡽ⌮ゎࡀᚲせࠊࡵࡓࡢࡑࠋᗈሗάືࡋࢆ

ලయⓗࠊ࠺ࡼࡢࠊࡐ࡞ᥖ♧㸦ᩍᐊࡢ࡚ࢆ࣮ࢱࢫ࣏ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡾࡗ

ᡭẁࠊグ㏙᪉ἲࠊᩍဨࡢᤵᴗᨵၿព࠺ࡻࡋࡲࡋࢺ࣓ࣥࢥࡿ࠶㸧 

 
࣭Ꮫ⏕ 5㹼10 ศࡢ㛫࡚ࡅࢆᐇࠋ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ 

 
࣭⤖ᯝࠊ࡚࠸ࡘᩍဨࡣᏛ⏕ᚲࠋࡿࡍࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡎ 

�

ᐇᅇᩘࢺ࣮ࢣࣥࠊ࡚࠸࠾ᯝ⤖ࡢᅜㄪᰝࡿࡼᾏ㐨ᩥᩍᏛࡍ♧ḟ㡫ࠊ࠾࡞࣭

ࡣᏛࡓࡋ⟆ᅇ㸯ᅇࠖ㸰ᖺࠕࢆ ���㸣ᑡᩘ࡛ࡢࡑࠕࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠶ࠖ����㸣ࡢ୰

ᒾᡭᏛ㸦ᖹᡂࠊࡣ �� ᖺᗘࡽ � ᖺ � ᅇ⦰ῶ㸧ࠊ⚟Ꮫ㸦ඹ㏻ᩍ⫱ࡣ � ᖺ �

ᅇ㸧ࠊ⇃ᮏᏛ㸦Ꮫ᭱ࡢపᐇᇶ‽ࡣ࡚ࡋ � ᖺ㛫 �ᅇ㸧ࠊ▼ᕳᑓಟᏛ㸦�ᖺ � ᅇ㸧

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡶࡓࡗ࠸

�

� �

ղղᤵᴗࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ�

࣭௨ୗࠊỌཎኵ ᅜㄪᰝࠖࠗࡿࡍ㛵ᤵᴗホ౯ࡿࡼ⏕Ꮫࠕ���� ᾏ㐨ᩥᩍᏛㄽ㞟࠘

➨ ࡢࢺ࣓ࣥࢥᩍဨࡓ࠼ࡲ㋃ࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࠊ࡚ࡋά⏝≧ἣࡢࢺ࣮ࢣࣥࠊࡾࡼྕ��

㞟⣙ࢆᐇࡿ࠸࡚ࡋᏛࡢࢆᢤ⢋ྠ࠾࡞ࠋㄪᰝࠊࡣᅜࡢ ��� Ꮫ㸦ࡢ࡚ࡍᅜ❧

Ꮫྵࡴ㸧ࢆᑐ㇟ᐇࠊ࡛ࡢࡶࡓࢀࡉᅇ⋡ࡣ ����㸣࡛ࠋࡓࡗ࠶�

Ꮫྡ� �ά⏝≧ἣࡢࢺ࣮ࢣࣥ

ᮾᏛ�

ྛᤵᴗᢸᙜᩍဨࡽ⮬ࡀᤵᴗホ౯㞟ィ⤖ᯝ➼ࠕ࡚ࡅཷࢆᤵᴗᐇ㊶グ㘓ࠖ
ᤵᴗᐇࠕࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᤵᴗᨵၿࠊࡾࡼࡇࡿࡍసᡂࢆ
㊶グ㘓ࠖࡈ⩌┠⛉ࡣタ⨨ࡓࢀࡉጤဨࡀ☜ㄆࡢ࡚ࡋ⧊⤌ࠊࡋᤵ
ᴗᨵၿᙺ❧࡚࡚ࡿ࠸�

⚟Ꮫ�

⤖ᯝྛࡣᩍဨ㏻▱ྛࠋࡿࡍᩍဨࡢࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࢆ㏦ࠊࡋᩍဨ
ࣃ࣮࣌ࣥࣙࢩࢡࣞࣇࣜࡧཬࢺ࣮ࢣࣥࡿಀࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ 㸦࣮ᤵ
ᴗᨵၿࣥࣛࣉ㸧ࢆᥦฟ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ㸦་Ꮫ㒊㸧ࠋ㞟ィ⤖ᯝࡣᏊయࡋ
࡚ᩍဨ㸦ᩥிࢫࣃࣥࣕ࢟ᩍဨ㸧㓄ᕸྛࠊࡓࡲࠊࡋ㒊㸦ඹ㏻ᩍ⫱
⤖࡚࠸࠾➼タ⨨㸧࣮ࢱࣥࢭ⫱ᮏᏛඹ㏻ᩍࡵࡓࡿࡍᐇࢆ
ᯝࠋࡿ࠸࡚ࡏࡉࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࢆ�

㟼ᒸᏛ�
ᩍဨࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࡢ࡚࠸ࡘሗ࿌᭩ࢆసᡂ࣭ᥦฟࠊ࠸ࡽࡶ࡚ࡋᏛ
���ࡣ⋠ᥦฟࡢሗ࿌᭩ࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛෆ㝈ᐃ࡛�:HE�ᥖ㍕ࡅᩍဨྥࡸ⏕
ࢆ㉸ࠋࡿ࠸࡚࠼�

ឡ▱ᩍ⫱Ꮫ�

⛉┠ᢸᙜ⪅ྡࢆࠊࡎࡉ࡚ࡢ㞟ィ⤖ᯝࢆ�:HE�බ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࡋ
ࢵࣂࢻ࣮ࣇᢸᙜᩍဨࠊඹෆᐜࡢグ㏙⏤⮬ࠊࡣ㞟ィ⤖ᯝࠊࡓࡲ
ᇶࢆ㞟ィ⤖ᯝࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㈨ᨵၿάືࡿࡅ࠾ᩍဨྛࠊࡋࢡ
ᩍဨࡿࡼ⮬ᕫホ౯᭩ࡢసᡂࢆᐇࠊࡋព㆑ྥୖດࠋࡿ࠸࡚ࡵ�

㈡་⛉Ꮫ�
ᤵᴗホ౯⤖ᯝࢆᩍဨࠋࡿ࠸࡚ࡋࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇᩍဨࢀࡑࡣᑐ࡚ࡋ
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授業アンケートの隔年実施と改善結果の可視化に関するＱ＆Ａ 

 

問１ アンケートの全体の実施回数を減らすのであれば、アンケート実施授業科目を半分にして隔年で

交互に調査をすることもあり得るのではないか。なぜアンケートを実施する年としない年とにしたの

か。 
答 「アンケート実施授業科目を半分にして隔年で交互に調査する」との案についても、教育企画委員

会副委員長会議にて検討させていただきましたが、「全ての科目を同時期に同一設問を用いて調査する

現行の授業アンケートシステムの長所は、今後も継続していくべき」（提案文書 2 頁 2 行目）との判断

から、今回のような提案といたしました。 
 
問２ フィードバックレポートの導入について、すでにアンケートを見て毎年少しずつ手直しをしてき

た授業では、学生からの改善の声がほとんど出ていなくて、更新しにくい状況がある。一度レポートを

書いてしまうと、冊子体として隔年に全教員配布するほどのものなのかがよくわからない。レポートの

提出は全教員ノルマにしても、活用や閲覧の仕方は別な方法もあり得るように思う。 
答 フィードバックレポート導入の第一の目的は、「教員や大学が授業アンケートの結果を真摯に受け

止めていることを可視化する」（提案文書 3 頁 24 行目）ことにあります。すでに授業の手直しを進め

てきた授業、学生からの改善の声が出ていない授業については、授業アンケートの「授業を通じて学ん

だこと」に関する自由記述に焦点を当てる等、学生の不満への対応に捉われない内容にて授業実践紹介

を作成していただければと思います。また、授業実践紹介の「受講学生の声（授業アンケートの結果か

ら）」の欄については、直近のアンケートの内容を反映していただく必要があるため、隔年での更新が

必須となりますが、その他の部分については、大きな変更がなくても問題ありません。なお、第２サイ

クル（平成２９-３０年度）以降のフィードバックレポートの活用・閲覧の在り方については、第１サ

イクル（平成２７-２８年度）の実施状況を踏まえ、改めて検討する必要があるかと考えられます。 
 
問３ フィードバックレポートの結果を冊子体で全教員に配布・共有しても、ほとんど見ないのではな

いか。 
答 フィードバックレポート導入によって期待される効果のひとつに、「福島大学全体としての授業満

足度は向上傾向にあるが、これらポジティブな成果をもたらす個別授業の工夫や改善を掘り起し、共有

していくための基礎的な資料」（提案文書 4 頁 1 行目）としての役割があります。このような役割を実

現すべく、フィードバックレポート作成に当たっては、見やすい、わかりやすい編集を心がけたいと思

いますので、関心のある部分だけでも、目を通していただければ大変嬉しい限りです。なお、問２でも

お答えした通り、第２サイクル（平成２９-３０年度）以降のフィードバックレポートの活用・閲覧の

在り方については、第１サイクル（平成２７-２８年度）の実施状況を踏まえ、改めて検討したいと考

えております。全教員への冊子体での配付の是非についても、第 1 サイクルでの活用状況を踏まえた

上で見直しを図ることが必要かと考えます。 
 
  

問４ 授業アンケートの実施は、隔年ではなく、３年に１回の実施でも良いのではないか。 
答 授業アンケートの隔年実施による効果のひとつとして、「授業時間を利用して行われる他の全学ア

ンケート（共通教育アンケート等）についても、授業アンケートを実施しない年度に集中して実施する

等の対策を併せて採ることで、学生のアンケート回答に対する負担を分散させること」が期待されます

（提案文書 3 頁 18 行目）。授業を利用する全学アンケートのひとつに学生生活実態調査がありますが、

この調査は４年に１度の実施が計画されております。その他の調査も含め、全学アンケートとの実施年

度の重複を避けるために、授業アンケートについては隔年にて実施したく考えております。何卒、ご理

解のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
問５ 隔年開講科目等については Live Campus の WEB アンケート機能を活用するとあるが、匿名性

が確保されるのか。 
答 Live Campus の「授業評価アンケート」機能を用いることで、学生の匿名性を確保することがで

きます。なお現在も、教員側から希望のあった一部の科目では、Live Campus の「授業評価アンケー

ト」を用いた学期途中でのアンケートを実施しておりますが、授業担当教員は、学生個人ごとの回答内

容を見ることはできません。 
 
問６ 今後も全授業が対象なのか。特定授業を抽出しないのか。 
答 大学全体としての改善状況を確認するうえで、「全ての科目を同時期に同一設問を用いて調査する

現行の授業アンケートシステムの長所は、今後も継続していくべき」（提案文書 2 頁 2 行目）と考えて

おります。授業アンケートの回答負担については、設問を簡略化するなどの措置を図ることで対応を進

めてまいりました。今後も、工夫を続けていきたいと考えおります。 
 
問７ 授業アンケートが無記名であることが、人格攻撃等をされる原因だ。今後も無記名なのか。 
答 教育企画委員会では、今回の提案とは別個に、「成績データ等の学修履歴と授業アンケートを結び

付けて分析するための記名式授業アンケートの導入」（提案文書 4 頁下から 5 行目）を引き続き検討し

てまいります。記名式の導入に伴うメリットとともに、回答の正確性の担保や学生側の記載負担に関す

る懸念について調査と議論を重ねたうえで、来年度の前期中に改めて対応策を提案したいと考えており

ます。なお、人格攻撃を含む回答については、授業改善に資するものではなく、授業アンケートの趣旨

からも外れるものです。学生側が授業アンケートの趣旨を理解した上で、建設的な意見を回答するよう

促す対策を、記名式アンケート導入の是非と併せて検討してまいりたいと考えます。貴重な御意見、あ

りがとうございました。 
 



  「教育改善のための学生アンケート」（前期）集計結果

平成２６年７月実施 

教育改善のための学生アンケート 

前期開講科目実施状況



全科目 10人以上の科目 10人未満の科目

対象
科目数

回収
科目数

回収率
受講
者数

回答
者数

回答率 科目数
受講
者数

回答
者数

回答率 科目数
受講
者数

回答
者数

回答率

○キャリア形成論 6 6 100.0% 954 806 84.5% 6  954  806 84.5% 0

○キャリアモデル学習 5 4 80.0% 957 511 53.4% 5  957  511 53.4% 0

キャリア創造計 11 10 90.9% 1,911 1,317 68.9% 11  1,911  1,317 68.9% 0

○総合科目 5 5 100.0% 647  539  83.3% 5  647  539  83.3% 0

○人間と文化 7 6 85.7% 843  566  67.1% 7  843  566  67.1% 0

○社会と歴史 7 6 85.7% 606  430  71.0% 7  606  430  71.0% 0

○自然と技術 5 5 100.0% 473  337  71.2% 5  473  337  71.2% 0

○情報教育科目 8 8 100.0% 693  547  78.9% 8  693  547  78.9% 0

健康・運動科学実習 23 19 82.6% 948  745  78.6% 23  948  745  78.6% 0

スポーツ実習 7 5 71.4% 82  62  75.6% 2  51  44  86.3% 5 31 18 58.1%

英語AⅠ・AⅡ 40 32 80.0% 1,961  1,472  75.1% 40  1,961  1,472  75.1% 0

英語BⅠ・BⅡ 44 40 90.9% 1,920  1,503  78.3% 44  1,920  1,503  78.3% 0

応用英語Ⅰ 1 1 100.0% 13  13 100.0% 1  13  13 100.0% 0

応用英語Ⅱ 0 0

応用英語Ⅲ 1 1 100.0% 42  41 97.6% 1  42  41 97.6% 0

応用英語Ⅳ（※1） 0 0

応用英語Ⅴ 1 1 100.0% 14  11 78.6% 1  14  11 78.6% 0

応用英語Ⅵ 0 0

英語計 87 75 86.2% 3,950  3,040  77.0% 87  3,950  3,040  77.0% 0 0 0

○ドイツ語 15 15 100.0% 402  371  92.3% 10  375  350  93.3% 5 27 21 77.8%

○フランス語 15 8 53.3% 428  200  46.7% 10  405  189  46.7% 5 23 11 47.8%

○中国語 22 20 90.9% 652  621  95.2% 20  643  621  96.6% 2 9 0 0.0%

ロシア語 4 4 100.0% 98  89  90.8% 4  98  89  90.8% 0

スペイン語 4 2 50.0% 64  55  85.9% 1  55  52  94.5% 3 9 3 33.3%

韓国朝鮮語 2 2 100.0% 103  94  91.3% 2  103  94  91.3% 0

日本語（日本語） 2 2 100.0% 19  18 94.7% 1  10  10  100.0% 1 9 8 88.9%

日本語（日本事情） 1 1 100.0% 12  12  100.0% 1  12  12  100.0% 0

非英計 65 54 83.1% 1,778 1,460 82.1% 49  1,701 1,417 83.3% 16 77 43 55.8%

○共通計 214 183 85.5% 10,020 7,726 77.1% 193  9,912 7,665 77.3% 21 108 61 56.5%

○人間発達文化学類 220 172 78.2% 8,536  5,871  68.8% 186 8,358  5,779  69.1% 34 178 92 51.7%

○行政政策学類 35 25 71.4% 3,748  1,519  40.5% 34 3,741  1,512  40.4% 1 7 7 100.0%

○経済経営学類 73 58 79.5% 6,126  3,797  62.0% 67 6,100  3,779  62.0% 6 26 18 69.2%

○現代教養コース 38 28 73.7% 1,735  992  57.2% 38 1,735  992  57.2% 0

○共生システム理工学類 77 63 81.8% 5,050  3,121  61.8% 71 5,030  3,112  61.9% 6 20 9 45.0%

○専門計 443 346 78.1% 25,195  15,300  60.7% 396 24,964  15,174  60.8% 47 231 126 54.5%

総計 668 539 80.7% 37,126  24,343  65.6% 600  36,787  24,156  65.7% 68 339 187 55.2%

※分類集計は、○の分類で行う。「ロシア語」、「スペイン語」、「韓国朝鮮語」、「日本語（日本語、日本事情）」は担当者が特定されるため分類集計は行わない。

※現代教養コースの共通領域科目は専門領域科目として扱っている。

共通
領域

広域選択科目

○健康・
運動科目

○英語

非英外国語

専門
領域

平成26年度前期　授業アンケート実施状況　（分類毎）

大分類 中分類 小分類

自己デザ
イン領域

キャリア
創造科目



平成25年7月実施

教育改善のための学生アンケート
自言票寿司

主璽
豆亙ヨB 警草者世l回答者笛j回答率

9541 8061 84.5弘

(1）学部
1人間量達文化学祭 227名 28.2覧
3経青経宮学類 221名 27.4出
5共生システム理工学類 163名 20.2諸
7 行政社古学部 o名 °' 

未来記入・無効 7名 0開

学年（入学してからの年数）
1. 1年
22年
3. 3年
4. 4年
5. 5年以上
未来記入・無効

791名
1名
4名
2名
3名
5名

古計 806名
自こ由授章についてあなた自身の取り組みについておたずねします。

(2）この授章にどのくらい出席しましたか。
1毎回出席した
2. 2/3以上出席した
3半分以上出席した
4出席は半分未満だった
未未記入 ・無効

ー亘重量

2行政設置学類 186名 23.1覧
4現代教葺コス 0名 田
8教育学部 2名 0.2, 
8経済学部 0名 0混

合計 806名 1凹者

vn
vn
un
覧
U泊
施
va

1
1
5
2
4
6
0

 

8
0
0
0
0
0
%
 

517名 64.1局
271名 目印

8名 1.1覧
1名 0.1覧
8名 市

合計 806名 100諸

Eこ由授章及び担当教員に関して、攻の（5）～（7）の項目について評価ポイント5～1のいずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください．
(4）教員の慢章に対する姿勢はよかったですか．

5. I立し、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未朱記入・無効
合計

E宇宙ポイント平均値

(5）教育の方法は適切でしたか．
5. Iまい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそうとは言えない
1いいえ

未未記入 z無効
合計

評価ポイント平均値

(6）授業の向容は適切でしたか．
s. Iまい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未末記入・無効
合計

評価ポイント平均値

(7）総合的にみてこの授業に蕗足しましたか。
5.1土L、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えおい
2あまりそうとは言えない
1いいえ

米米記入・無効
合計

評価ポイント平絹瞳

7名
2名

20名
34名

135名
608名
806名
1.55 

0.9克
0.2, 

11.8% 
4.2弱

16 7何
0.5% 

100克

391名 48.5% 
292名 36.2% 
10

! 
名
名
名

13% 
07民

1% 
4名 0.5' 

806名 100諸
4.31 

391名 48.5% 

; 8凹1：
名

名
名

36.21, 
12.4% 

1.5局
7名 0.9見
4名 0.5出

806名 100誌
4.31 

376名 46.7討
304名 37.7詰
102名 12 7民
10名 1.2日
叩4名名

1.2日
0.5' 

806名 100第
4.28 
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平成25年7月実施

教青改善のための学生アンケート
共通領嘉孟司

:ill三亘三E

I 

(1）宇都
1人間発達文化学頚 282名 55.2覧
3経済経営学頚 84名 16.4% 
5共生システム理工学類 141名 27.6覧
7行政社告宇部 1名 0.2% 

未来記入・無効 o名 田

学年（入学してからの年勤）
1. 1年
2. 2年
3. 3年
4. 4年
5. 6年以上

未来記入・無効

1名
493名

8名
6名
3名
o名

古計 511名
Eこの授業について晶なた自身の取り組みについておたずねします．

(2）この授業にどのくらい出席しましたか．
1毎毘出席した
2.V3以上出席した
3半分以上出席した
4出席i土半分朱満だった

未未記入，需効

亙亘豆亘 号嵩者数i同害者世t伺答
型［）］ 5111 5'l品

名
名
名
名
名

0
2
1
0
1

 
5
 

計ムロ

頓 ー－
4

身a

コ
草
葺
部
師

融
哲
学
学

政
代
育
璃

行
現

教
経

2
4
6
8

 

。施。4覧
0.2菟

O混
100元

ν苅
覧
活
括
局
括
悩

2
5
6
2
6
0
0

 

0
田

1
1
0

K

314名 61.4覧
184名 36話

11名 2.2者
1名 0目
1名 0.2菟

合計 511名 100局

Eこの授章及び担当教員に関して、設の（5）～(7）の項目について評価ポイント5-1のいずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください．
(4）教員の授章に対する葺曽はよかったですか．

5. I立し、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは富えない
1.いいえ

未来記λ・無効
合計

肝値ポイント平均櫨

(5）教育白方法は適切でしたかー
5. Iまい
4か立りそうだと言える
3どちらとも言え立い
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入・無効
合計

際価ポイント平均値

(6）摂章の向容は適切でしたか．
5.1立L、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

米朱記入・無効
合計

野面ポイント平均値

(7）総合的にみてこの侵章に溝足しましたか．
5.1草：し、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言え立い
1いいえ

未未記入z 無効
合計

静恒ポイント平均盛

11名
8名

15名
40名

137名
300名
511名
1.65 

2.，哨
1.6気
9.6覧
7.8若

26.8話
。誌

100菟

278名 54.4% 
159名 31.1% 

63名 12.3指
6名 1.2者
5名 1%

51。1名
名 0克

100話
4.37 

289名 56.6見
150名 29.4%
53名 10.4覧
13名 2.5% 
。6名名

1.2% 
0克

511名 100克
4.38 

284名 55.6% 
163 名

名
31 9%

51 10克
7名 1.4弘
6名 1.2出
。名 。持

511名 1回覧
439 
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平成25年7月実施

教育改善のための学生アンケート

埴聖忌 亙E亘王

(1）宇都
1人間尭達文化学類
3経済経宮学類
5共生システム理工学類
7行政社会学部

未来記入・無効

175名 30.9諸
200名 35.3%
116名 20.5指

0名
＇

0話
1名 0目

学年（入学してからの年数）
1. 1年
2. 2年
3. 3年
4. 4年
5. 5年以上

朱朱記入＝無効

448名
目名
37名
24名
10名
。名

古計 566名

Il. この授章についてあなた自身の取り組みについておたず担します。
(2）この授業にどのくらい出席しましたか。

1.毎回出席した
2. 2/3以上出揮した
3半分以上出席した
4出席lま半卦未満だった

未来記入・無効

ー亘藍亘 面者世l回害者監l回害率
8431 5661 67.1覧

2行政政策学頚 70名
4現代鞍聾コース 1名
e教育学部 3名
8経済宇都 o名

合計 566名

日

目

目

。

叩

79.2覧
8.3施
6.5見
4.2局
1.9% 

。完
10田

310名 5'.8%
227名 組問

22名 3.9%
5名 0.9%
Z名 0.4%

合計 586名 10田

Eこの綬章且び担当教員に関して、まの（5)-(7）の項目について評価ポイント5～1のいずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください。
(4）教員の授撃に対する聾勢はよかったですか．

s ltc、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えヰい
2晶まりそうとは言えない
1いいえ

未来記入・無効
合計

醇箇ポイント平均値

(5）教育の方法It適切でしたか．
5. Iまし、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

朱朱記入・無効
合計

静髄ポイント平均圃

(6）授幸町内容は適切でしたか。
5. Iまし、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言え立い
1いいえ

未未記入・摂効
合計

評置ポイント平均瞳

(7）総合的にみてこの侵華に斎足し：ましたか．
5はL、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言ええよい
1いいえ

未来記入 ・無効
合計

醇値ポイント平崎姐

7名
11名
31名
79名

213名
225名
586名
1.59 

問

団団山町
瑚
悶鵬

298名 52.7% 
198名 35局
60名 10.6% 

6名 1.1% 

b
名
名

0.7' 
。話

566名 100話
4.38 

305名 53.9為
1：�名

名 34.1目
10.4出

6名 1.1覧
3名 0.5% 
0名 0話

568名 10(蹴
4.40 

277名 48.9民
203名 35.9完
68名 12話
11名 1.9諸
5名 0.9誌
2名 0.4克

566名 100話
4.30 
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平成25年7月実施

教育改善のための学生アンケート
豆亙
共通領威

一蓋重量

一互豆
広綾選択科目

室主堕空

(1 ）学部
1人間尭達文化学頬 曲名20.5弱
3経璃経哲学類 112名目指
5共生システム理工学頬 63名14.J封
7行政社会学部 o名田

未来記入・無効 2名 0.5覧

学年（入学してからの年数）
1. 1年
2. 2年
3. 3年
4. 4年
5. 5年以上

未来記入・無効

375名
28名
16名
10名
。名
1名

古計 430名
Eこの授章についてあなた自身の取り組みについておたずねします．

(2）この慎重にどのくらい出席しましたか．
1揮回出席した
2. V3以上出席した
3半分以上出席した
4出席は半分未満だった
朱朱記入・無効

豆歪歪亘 1堂章者霊安i回否者置l回杏寧l
I 6nAI 43nl 71 0引

見
va
va
v
淘

一
R

4
0
0
0
0
 

8

｛
 

3

1
 

4咽
aM
a羽
盆羽
盆M

5
0
0
0
0

 

6

3
 

3

4
 

計会
冒

頭
4

学
コ

置
葺
部
部

政
教
学
学

教
代
宵
璃

行
現
教
経

2
4
6
8
 

87.2覧
6.5括
3.7局
2.3施

。諸
0.2諸
1田哲

222名51.6覧
166名38.6局
24名5.6%
14名3.3覧
4名0.9括

合計 4叩名100諸

Eこの授章及び担当教員に関して、虫の（5）～（7）の項目について評価ポイント5～ 1のいずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください．
(4）教員の授章に対する聾勢Itよかったですか 固

5. Iまし、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそうとは言えない
1いいえ

朱朱記入‘無効
合計

評函ポイント平均檀

(5）教育の方法は適切でしたか．
5. Iまい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入＝無効
会計

評価ポイント平均値

(6）授章の向容は適切でしたか．
5.1立L、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入・無効
合計

肝宙ポイント平均値

(7）総合的にみてこの授業に満足しましたか。
5 I立い
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未来記入・無勃
合計

醇億ポイント平均由

6名
5名

34名
61名

146名
178名
430名
1 67 

団四刷出淵問

一

川

理言� 
53.3克
33.3見
10.5出
1 6掲
1.2' 
0.2施
100), 

4.36 

叫
u

叫

哨，

時
1

・
各名4民

56.6討
31.2兎

7指
16足
14' 
0.2覧
100元

4 44 

叫

1
4

時時
時：

名

� 

56.7% 
32.8克

77指
1.4克
12覧
0.2槌

430 100諸
4.43 
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平成25年7月実施

教育改善のための学生アンケート
直通事吉田

孟重量 互�「
望室蓋皇 I！を覇者盟i副害者盟l回害車1

I 4731 3371 71.2'1 

[ 

.(1)宇都
1人間尭達文化学類 63名 18.7菟
3経璃経営学類 田名 26.4出
5共生システム理工学類 130名 38.6詫
7行政社会学部 0名 0% 

未来記入・無効 0名 田
学年［入学してからの年数）

1. 1年
2. 2年
3. 3年
4. 4年

5. 5年以上
未来記入・無効

276名
36名
目名
5名
4名
0名

2行政政軍学績 55名 16.3% 
4現代教葺コス 0名 田
S教育学部 0名 田
8経費学部 0名 0% 

81.9克
10.7見
4.7% 
1.5% 
1.2施

。菟

合計337名 1凹気

古計 337名 100諸
Eこの授書についてあなた自身の取り組みについておたずねします ．

(2）この鰻章にどのくらい出席しましたか．
1聾回出席した
2. 2/3以上出席した
3半分以上出席した
4出席iま半分未満だった

未来記入・無効

199名59 1民
117名34.7気

13名3.9諸
6名1.8諸

2名0出
合計 337名 10田

Eこの授章及び担当教員に関して、止の（5）～（7）の項目について評億ポイント5～1白いずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください。
(4）教員の授章に対する姿爵はよかったですか．

5.1まい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそうとは言えない
1いいえ

来朱記入 ・無効

(5）教育田方法は適切でしたか。
5. Iまい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未末記入・無効

(6）授章の向容は適切でしたか．
5.1まい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入・無効

合計
静価ポイント平均値

合計
評慣ポイント平均瞳

合計
腎鏑ポイント平均値

(7）総合的にみてこの授章に満足しましたか．
5. Itい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそうとは言えない
1いいえ

未来記入・ 無効
合計

評価ポイント平均値

S名
7名

42名
71名

123名
88名

337名
180 

l ；目：

名
名

名名名

33�
名
名

424 

115 
46 
14 
5 
。

337 
4.20 

120 
47 
12 
3 
。

337 
4.22 

1.8% 
2.1活

11.3民
21.1局

36.5民
0諸

100気

46局
35.6諸
15.7% 
1.8混
0.9% 

o, 

100謁

46‘6日
34.1日
13.6日

4.2% 
15' 

。発
100克

46見
35.6見
13.9目
3.6指
0.9出

。諸
100品

-130-



平成25年7月実施

教育改善のための学生アンケート
--=:ID藍
情報教育科目

重量
豆閉守一「一 亙重重量 l豊富者叡1也l苔者盟l出答率1

I 6931 5471 78.9括l

.(1)宇都
1人間尭遺文化学類 204名 37.3局
3経済経営学類 114名 20.8% 
5共生システム理工学類 93名 17% 
7行政社会学部 0名 町

未来記入 E 摂効 5名 0.9% 

学年（入学してからの年勤）
1. 1 年
2. 2年
3. 3年
4. 4年
5. 5年以上

未来記入・無効

530名
5名
5名
2名
4名
1名

2 行政政策学類 問。名 23.8見
4現代教聾コス 0名 出
8教育学部 1名 0.2話
8経漬学部 0名 出

古計 547名 抽出

合計 547名

96.9% 
0.9覧
0.9民
0.4覧
0.7克
0.2省
100混

Eこの授業についてあなた自身白取り組みについておたずねします．
(2）この侵華にどのくらい出席しましたか，

1革回出席した
2. 2/3以上出席した
3半分以上出席した
4出席11半分朱満だった

未未記入，無効

369名 67.5諸
170名 31.1%

6名 1.1 覧
2名 0.4覧
O名 品

合計 547名 1回覧

Eこ由授業及び担当教員に関して、択の（5）～(7）の項目について評価ポイント5 ～ 1のいずれかの数字で筈え、
その理由をお書きください。
(4）教員の授章に対する墨曹はよかったですか．

5. IまL、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそうとは言えない
Lいいえ

未来記入・摂効

(5）教育の方法l立適切でしたか。
5. はい
4か牢りそうだと言える
3どちらとも言え立い
2品まりそうとは言えない
1いいえ

米米記入・無効

(6）短章の向容は適切でしたか。
5はい
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶ま切そうとは言え主い
1.いいえ

朱朱記入 ・無効

合計
肝偲ポイント平均値

合計
醇llilポイント平均値

合計
辞恒ポイント平均値

(7）総合的にみてこの慢章に満足しましたか．
5.1まし、
4か怠りそうだと言える
3どちらとも蓄えない
2晶まりそうとは言え立い
1 いいえ

未未記入・無効
合計

辞髄ポイント平均値

7名
5名

20名
53名

140名
322名
547名
1.60 

172 
77 
19 
7 
。

547 
425 

幻

自Z
名
:I

1 ：� 
14 
6 
。

547 
428 

267 名
名
名

181 
75 
1；名

名

54�名
名

4.25 

1.3指
0.9% 

12.4% 
9.7' 

25.6% 
。指

100苅

49.7弘
31.4気
14.1% 
3.5% 
1.3% 

。諸
1田祐

51% 
30.7% 
14.6% 
2.6渇
11' 

。苅
100菟

48.8発
33.1日
13.7詰
3.1覧
1.3完

o, 

100諸

1ι 
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平成田年7月実施

教育改善のための学生アンケート
豆亙
共通領場

玉墨色
7芳ヰ,=f'

.(1)宇都
1人開発達文化学類 280名 34.7% 
3経清経富字額 167名 20.7% 
5共生システム理工学類 154名 19.1' 
7行政社会学部 o名 田

未来記入・無効 6名 0.7% 

学年（入学してからの年数）
1. 1年
2. 2年
3. 3年
4. 4年
5. 5年以上

未来記入＝無効

451名
3名
6名

38名
3名

306名
古計 四7名

E この鰻章についてあなた自身の取り組みについておたずねします。
(2）この授章にどのくらい出席しましたか．

1毎回出席した
2. 2/3以上出席した
3半分目上出席した
4 出席 i主半分未濁だった
朱朱記入・無効

璽亘蓋亘 I l詮震者盟 l 匝l害者亜 l 図書率 l
1 103nl sn11 78.3'1 

花
見
誌
覧
車河

8
0
0
0
0
 

4

K

 

2

1

 

9嗣M

D嗣H
9刷H

9匂

B唄

加
0
0
0

叩計ムロ

頃
ベ

専
コ

草
葺
部
部

政
教
学
学

政
代
宵
皆

行
現

教
経

2
4
6
8

目
。H
W川

市
甜
時
出

5
0
0
4
8
7
川

5

3
1

 

599名 74.2諸
問3名 23.9荷

e名 07覧
2名 0.2見
7名 0.9見

合計 807名 100完

Eこの侵書及び担当教員に闘して、止の（5）～(7）の項目について評姐ポイント5～1のいずれかの誼字で菩え、
その理由をお書きください。
(4）教員の授章に対する葺勢lまよかったですか。

5. I土L、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入・無効
合計

静橿ポイント平均値

(5）教育田方法は適切でしたか．
5. I立L、
4かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入 ・無効
合計

静揮ポイント平均値

(6）授章の向容は適切でしたか。
5.1立L、
4. h＇、なりそうだと言える
3どちらとも言えない
2あまりそうとは言えない
1いいえ

未未記入・無効
合計

醇宙ポイント平均値

(7）総合的にみてこの授章に満足しましたか．
5.1立L、
4 かなりそうだと言える
3どちらとも言えない
2晶まりそラとは蓄えない
1いいえ

未来記入 ・ 無効
古計

解恒ポイント平均値

30名
13名
22名
30名

118名
594名
807名
2。9

3.7弱
1.6覧
3.8覧
3.7諸

14 6克
0.1覧
100話

古官書
71.9出
21.4気

5% 
07気
0.9克
0.1民

807 100誌
4.63 

586 名
名

72.6見
166 20.6指

J 
名
名
名
名
名

5.2指
0.7% 
0 7% 
0.1覧
100包

4 64 

604 名
名

74.8諸
158 19.6局

J 
名
名
名
名
名

37覧
1出

07気
0 1% 
1曲活

4.67 
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